
「共働推進に関する実態調査」 －１次調査結果概要－ 

 

 １．調査の概要                                    

 ①目的 

 ＰＤＣＡのマネジメントサイクルのうち、ＰＤＣの各段階における、多様かつ効果的

な共働事例（共働相手・手法等）の収集 

 ②調査対象 

平成 19 年度実施予定事業のうち、事業目的の達成上、市単独による事業執行に比べ、

共働による事業執行の方が効果の得られる事業 

※共働相手が企業の場合、企業にとって直接的に営利を目的とする事業である場合は、

調査の対象としません。 

 ③調査実施時期 

平成１９年７月４日（水）～７月２７日（金） 

 

 ２．調査の結果                                     

 ①事業数  合計 １９０事業 

    ※部局別・所属別の内訳は、「４.参考資料」を参照。 

②結果の集計にあたって 

本調査では、ＰＤＣの各段階の一連の流れを「事業」と捉えました。 

全１９０事業のうち、２１事業は、（直接的な）実施段階を持たない政策等の形成過程・

評価段階における取り組み（例：計画策定・審議会・モニター等）に分類し、残り１６

９事業を詳細な分析の対象としました。 

 

注：本調査の対象とする「効果的な共働事業」の考え方 
・「共働事業」とは、「市民と行政が関わりを持って取り組む」こととし、 
・『「市民との関わり」が事業効果を高める』と、所管課が考える事例を調査対象としました。 
・本調査において、事業効果は、下記の５点の視点で検証するものとしました。 
１． 共働実施の効果＞市単独実施の効果 
事業目的と照らし合わせ、市単独で実施するよりも効果が上がるか。 

２． （相手側に、共働実施に対する）ニーズがあるか。（関わる市民の主体性・意欲） 
３． 相手の特長、持ち味を活かせるか。 
４． 採用する「手法」は適切であるか。 
５． メリット＞デメリット（費用、時間など） 

       共働実施のデメリットを考慮してもメリットを感じることができるか。 

注：本調査におけるＰＤＣＡのマネジメントサイクルとは 

Ｐｌａｎ 政策・施策・事務事業の目的と効果を明らかにする 

Ｄｏ 施策・事務事業に取り組む 

Ｃｈｅｃｋ 実施後、評価を行う 

Ａｃｔｉｏｎ 次の施策・事業の立案に生かす 

   出典：「改訂 第２次行政経営戦略プラン」 



 ３．結果の分析・所感                                 

 ①共働相手の種別 

 事業数 構成比 

地縁系組織 ８１ ３８．９％ 

所管法人・団体 ４１ １９．７％ 

その他の市民活動団体 ２６ １２．５％ 

市民 ※ ２３ １１．１％ 

関係法人・団体 １９ ９．１％ 

特定非営利活動法人 ９ ４．３％ 

民間企業 ９ ４．３％ 

※本調査中、「市民」とは、「市民個人」を想定した。 

※１事業で複数の共働相手と関わる事業もあるため、合計は事業総数と合致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

②ＰＤＣＡのマネジメントサイクルの段階ごとの共働手法 

Ｐ段階に共働手法を取り入れている事業 １０９（64.5％） 

Ｄ段階に共働手法を取り入れている事業 １５８（93.5％） 

Ｃ段階に共働手法を取り入れている事業 ７０（41.4％） 

 全１６９事業中

   

   

 

 

    

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地縁系組織や所管法人・団体との共働による取り組みが多いです。 

・ただし、特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）や、その他の市民活動団体、

加えて、企業との共働による取り組みも見られ、今後の展開が期待され

ます。 

・共働手法を活用する段階としては、Ｄ段階での積極的な推進の状況に比

べ、Ｃ段階での共働手法の活用が少ないのが現状です。 

※本調査では、平成１９年度を調査対象年度としているため、１８年度

以前に実施済み、もしくは平成２０年度以降に予定する手法は把握で

きていません。 

・本調査では、６５事業／全１６９事業（４割弱）の事業で、ＰＬＡＮ・

ＤＯ・ＣＨＥＣＫの全段階を通して、何らかの共働の手法を採用してい

ることが確認できました。 

※共働の効果を高めるためには、ＰＤＣＡのマネジメントサイクル（Ｐ

ＬＡＮ・ＤＯ・ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）を通した共働のプロセス

が大切です。 



 ③ＰＬＡＮ段階の手法別 

 事業数 構成比 

検討委員会 ３６ ２５．４％ 
企画提案 ３６ ２５．４％ 
ワークショップ ２１ １４．８％ 
住民説明会 １４ ９．９％ 
アンケート ７ ４．９％ 
地区懇談会 ４ ２．８％ 
ヒアリング調査 ３ ２．１％ 
パブリックコメント ２ １．４％ 
審議会 ２ １．４％ 
その他 １７ １２．０％ 
※１事業で複数の共働手法を取り入れた事業もあるため、合計は事業総数と合致し

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ＤＯ段階の手法別 

 事業数 構成比 

補助金・負担金・助成 ４１ ２２．０％ 

委託 ３７ １９．９％ 
ボランティア ２９ １５．６％ 
実行委員会 ２３ １２．４％ 
共催・協賛 ２２ １１．８％ 
指定管理 ９ ４．８％ 
その他 ２５ １３．４％ 
※１事業で複数の共働手法を取り入れた事業もあるため、合計は事業総数と合致し

ない。 

 

 

 

 

 

 ⑤ＣＨＥＣＫ段階の手法別 

 事業数 構成比 

満足度調査 ３３ ４２．９％ 

事業評価会議 １６ ２０．８％ 
市民モニター １ １．３％ 
その他 ２７ ３５．１％ 
※１事業で複数の共働手法を取り入れた事業もあるため、合計は事業総数と合致し

・多様な手法が活用されています。 

・実行委員会、共催など、市民と行政が、双方主体的に、より対等な立場

で共働しようとする取り組みも多く見られます。 

・多様な手法が活用されています。 

・検討委員会、企画提案、ワークショップなど、市民の生の声を直接的に

取り入れようとする手法が多く見られます。 

・ＰＬＡＮの段階では、１つの事業にあたり、複数の手法を合わせて活用す

る（例：アンケート調査、ワークショップと検討委員会）など、多様な市

民参画の機会を設けた事業が多く見られました。 



ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・満足度調査（３３事業）や事業評価会議（１６事業）などが実施されて

いますが、十分に浸透しているとは言えない現状です。 



 ４．参考資料                                     

所属・部局別 集計 

部局 所属 所属別 部門計 

総合企画部 

 秘書課 １ 
１ 

総務部 ０ 

市民部 

 市民相談課 １ 
１ 

社会部 

自治振興課 １５ 

交通安全課 ２ 

旭支所 ３ 

足助支所 ７ 

小原支所 １ 

猿投支所 １ 

下山支所 ２ 

高橋支所 １ 

藤岡支所 ７ 

生涯学習課 ２７ 

とよた市民活動センター ２ 

男女共同参画センター １０ 

 

防災防犯課 ３ 

８３ 

子ども部 

次世代育成課 ２ 

子ども家庭課 ３ 

 

保育課 １ 

６ 

環境部 

 環境政策課 １０ 
１０ 

福祉保健部 

（福）総務課 ２ 

高齢福祉課 ２ 

障がい福祉課 ２ 

保健衛生課 １ 

健康増進課 １ 

 

感染症予防課 ２ 

１０ 

産業部 

産業労政課 ３ 

商業観光課 １０ 

農政課 ３ 

農地整備課 ２ 

 

森林課 ３ 

２１ 

都市整備部 

都市計画課 ２ 

交通政策課 ６ 

 

都市再開発課 ２ 

１０ 



建設部 

道路維持課 ３ 

河川課 ２ 

 

公園課 ３ 

８ 

上下水道局 

水道総務課 ４ 

水道整備課 １ 

下水道管理課 ３ 

 

下水道建設課 ２ 

１０ 

教育委員会 

学校教育課 ３ 

青少年相談センター １ 

保健給食課 １ 

文化振興課 ４ 

文化財課 ６ 

スポーツ課 ３ 

図書館 ４ 

 

美術館 ３ 

２５ 

消防本部 

（消）庶務課 ２ 

警防救急課 １ 

 

予防課 ２ 

５ 

合計 １９０ 

 

 



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

企画提案 委託

その他
共催・協

賛
その他

企画提案 委託

企画提案 委託

企画提案 委託

企画提案 委託
事業評価

会議

（財）豊田市国際交流協会6
・草の根の国際交流事業の開催
・とよた国際交流市民会議の開催

継続
所管法人・団

体

自治振
興課

AD01 社会部
自治振
興課

外国人に対する地域活動
参加促進事業

外国籍住民の地域活動への積極的
な参加、地域社会の一員としての
自覚を促す

外国人を対象とした
・日本語教室
・外国人集住地域のネットワーク
づくり

継続AD01 社会部
自治振
興課

5

所管法人・団
体

豊田人権擁護委員協議会豊田市
地区委員会

4
外国人不就学児童生徒サ
ポート事業

外国人青少年の健全育成の支援

人権啓発グッズを作成し、各種イ
ベント時に配布。

人権啓発街頭活動
市民に人権問題の重要性を認識し
てもらい、人権意識を育んでもら
うこと。

継続

人権に関する各種研修を受け
知識が豊富なため、市民への
直接的な人権意識の啓発活動
が可能。

子どもの国

共働相手 共働の段階と手法

事業実施に必要な専門性

特定非営利活
動法人

トルシーダ 事業実施に必要な専門性

特定非営利活
動法人

国際交流に必要な専門知識や
技術、経験を有しているこ
と、協会に登録している市民
団体を活用できることによ
り、事業の活性化が期待でき
る。

（財）豊田市国際交流協会

保見ヶ丘国際交流センター 事業実施に必要な専門性

特定非営利活
動法人

・事業実施に必要な専門性
・実施に十分な活動場所を
持っている。

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

AC01
市民相
談課

2

AA01 秘書課 1
所管法人・団

体
デトロイト市交換学生受
入事業

総合企
画部

AD01 社会部
自治振
興課

3

外国人児童生徒・青少年を対象と
した
・日本社会への適応ケア
・日本語指導
・学習支援
・自立支援

継続

不就学の外国人児童生徒・青少年
を対象とした
・日本社会への適応ケア
・日本語指導
・学習支援

事業名部局名

市民部

外国人青少年学習支援事
業

外国人青少年の健全育成の支援

事業期間

事業概要

AD01

事業目的

姉妹都市デトロイト市と豊田市の
青少年の相互理解と友好親善を深
めるとともに、国際的視野を持っ
た市民の育成を図る。

姉妹都市デトロイト市から来豊す
る学生等の受入。市民参画型の交
流事業や視察等の企画立案・運
営・実施により、来訪者をもてな
す。《隔年実施》

（平成18年度「第20回」実績）
平成19年7月19日～8月2日に11名を
受入。

所属
コード

所属名 NO

新規

愛・地球博を生かした草
の根国際交流推進事業

愛・地球博を生かした草の根の国
際交流の継続、推進

継続

社会部

Ⅰ　実施段階を伴う事業における取り組み　（１６９事業）

　・市民との共働による事業効果を高めるためには、企画・実施・評価の段階ごとに、ふさわしい相手と手法を選択し、活用することが大切です。
　・各事業において活用する手法を、共働の相手と段階ごとに整理しました。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

企画提案 委託
事業評価

会議

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

ヒアリン
グ調査

ボラン
ティア

事業評価
会議

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

ヒアリン
グ調査

その他
事業評価

会議

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

ヒアリン
グ調査

ボラン
ティア

事業評価
会議

検討委員
会

委託
満足度調

査

ヒアリン
グ調査

ボラン
ティア

事業評価
会議

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

ヒアリン
グ調査

その他
事業評価

会議

検討委員
会

委託
事業評価

会議

企画提案

関係法人・団
体

（財）豊田市国際交流協会 ・事業実施に必要な専門性

・事業を実施する上で必要な
情報を持っている。
・実施に必要な活動場所を
持っている。
・多くの事業対象者が所属し
ている（関係が深い）。

（財）豊田市国際交流協会

・実施に必要な活動場所を
持っている。
・多くの事業対象者が所属し
ている（関係が深い）。
・多くのボランティアとの
ネットワークがある。

・多くの事業対象者との関係
が深い。

・実施に必要な活動場所を
持っている。
・多くの事業対象者が所属し
ている（関係が深い）。

・事業実施に必要な専門性
・多くのボランティアとの
ネットワークがある。

AD01 社会部
自治振
興課

7 国際化推進事業
国際交流、国際理解教育、多文化
共生の推進

・日本語教室
・休日相談所開設
・ボランティア養成
・国際理解教育
・外国文化の紹介……等

継続
所管法人・団

体

所管法人・団
体

自治区

多くの外国人従業員を雇用する
企業
外国人学校

関係法人・団
体

新規

民間企業

社会部

大学 ・事業実施に必要な専門性

外国人の日本語レベルの評価・判
断基準、学習内容、学習方法等を
含むガイドラインを作成し、実際
の学習の場の運営までを含む日本
語学習支援システムを構築し、運
営する。

※検討委員会→実行委員会→事業
評価会議の役割を、「多文化共生
推進協議会　日本語学習支援専門
部会」が担当。

特定非営利活
動法人

多文化共生に取り組む団体
外国人学校

地縁系組織

商工会議所
職業安定所
外国人学校

AD01
地域社会でのコミュニケーション
に最低限必要な日本語学習の促進
を図る

日本語学習支援システム
の構築

8
自治振
興課



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

その他
補助金・
負担金・

助成
その他

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

全自治区

全自治区

地域振興事務交付金
　【全ての支所でも実
施】

住みよい生活環境づくりと、自治
区コミュニティにおける地域課題
を解決する取り組みを推進する。

自治区の行う公共的事業及び市政
への協力事務並びに地域課題解決
への取り組みに対し、全自治区に
交付

継続AD01 社会部
自治振
興課

10

※特定非営利活動法人、地縁系
団体を含む

地域課題の解決などのため地
域の自己決定、自己責任の考
え方で事業決定し、地域の知
恵と汗が事業コストを下げる
とともに効果を増幅させる。

地縁系組織 全自治区

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

AD01 社会部
自治振
興課

9
わくわく事業
　【全ての支所でも実
施】

地域の知恵や工夫が最大限に生か
せ、地域住民が「自ら考え、自ら
実践する」ことを信条に、個性豊
かで活力ある住みよい、地域社会
を構築することを目的とする。

活動支援のための補助制度
（補助要綱は自治振興課で策定。
審査基準は地域会議ごとに定め
る。地域会議ごとに５００万円の
予算。）

継続
その他の市民

活動団体

継続 地縁系組織

継続

継続

継続

自治区活動備品整備費補
助金
　【全ての支所でも実
施】

自治区コミュニティ活動の推進

地域集会施設整備費補助
金
　【全ての支所でも実
施】

自主防災会の育成支援

AD01 社会部
自治振
興課

14

自治区放送施設等整備費
補助金
　【全ての支所でも実
施】

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

地縁系組織

地縁系組織

AD01 社会部
自治振
興課

13

自主防災会が行う施設・防災マッ
プ・資機材整備に対する補助

継続

自治区コミュニティ活動の推進
自治区が行う集会施設整備に対す
る補助

自治区コミュニティ活動の推進
自治区が行う放送施設の整備に対
する補助

自治区防犯灯設置費補助
金
　【全ての支所でも実
施】

夜間における地域の歩行者の安全
を確保する

自治区が行う防犯灯の整備に対す
る補助

公益性を持った事業や活動を
展開し、助け合いに満ちた住
みよい地域（コミュニティ）
づくりを目指す、地縁組織で
繋がりをもった住民の自主的
な任意団体

全自治区地縁系組織

地縁系組織 全自治区

全自治区

AD01 社会部
自治振
興課

11

AD01 社会部
自治振
興課

12

自治区の行う備品購入などにかか
る経費に対する補助

15AD01 社会部
自治振
興課

自主防災組織運営費補助
金
　【全ての支所でも実
施】



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

補助金・
負担金・

助成

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

その他
満足度調

査

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

共催・協
賛

ワーク
ショップ

アンケー
ト調査

ワーク
ショップ

委託

アンケー
ト調査

検討委員
会

ボラン
ティア

事業評価
会議

豊田市民の誓い推進協議会会員
・地縁型団体と、テーマ型市
民活動団体の交流促進
・実践活動の促進

その他の市民
活動団体

わくわく事業実施団体
市民活動センター登録団体等
※特定非営利活動法人、地縁系
団体を含む

・地縁型団体と、テーマ型市
民活動団体の交流促進
・実践活動の促進

所管法人・団
体

地域コミュニティ推進交
付金

地区コミュニティにおける地域課
題を解決し、ふれあい豊かで住み
よい地域社会を築く取り組みを推
進するため。

地区コミュニティ会議等が実施す
る地区コミュニティの推進事業に
対して補助金を交付。

継続

新規 地縁系組織
自治区
地域バスを動かそまい会

バス停の位置決定・設置
利用促進PR

19

中学校スクールバスを利用した地
域バスの運行。4路線、週1日3回運
行。

旭地域バス運行事業

人命尊重の理念のもとに、安全、
円滑かつ快適な交通社会の実現を
めざして、交通事故の撲滅を図
る。

継続

AD06 旭支所 20
交通空白地域における住民の交通
手段の確保

地縁系組織 全地区コミュニティ会議

自治区が自治区コミュニティ
活動を実施していく上で発生
する問題点、課題について解
決に向けての検討、学習をす
る場、効果のある事業を実施
するための情報交換の場とし
て位置づけ。

所管法人・団
体

豊田市交通安全市民会議
　・地縁系組織
　・その他の市民活動団体
　・所管法人・団体
　・関係法人・団体

自治区

所管法人・団
体

社会部

社会部
自治振
興課

16AD01

交通安
全課

社会部

市交通安全市民会議事業18

地域交通安全対策検討委
託事業

19

AD02 社会部

地縁系組織

地域内交通事故データの分析
調査を行い、地域と共働で
ワークショップを開催し、住
民アンケート等を行い地域の
交通危険箇所をまとめたヒヤ
リハットマップを作成し、地
域で取組む交通安全対策を展
開する。

市民会議は全市的、統一的な
交通安全運動方針を定め、そ
の方針のもとに加盟団体（自
治区、学校、事業所等）がそ
れぞれの立場で運動を推進す
ることによって、市民の交通
事故防止が図られる。

市民の誓い制定３０周年を契機と
した市民活動の促進

新規

市民の誓い制定３０周年記念事業
の開催
開催日：平成20年3月1日（土）
会場：豊田市総合体育館

（財）豊田都市交通研究所

地域内交通事故データの分析調査
を行い、ヒヤリハットマップを作
成し、地域で取組む交通安全対策
を展開する。

・交通事故データを利用して、地
域内の事故データを整理分析し、
ヒヤリハットマップ作成時及び地
域交通安全対策の検討時の資料と
して調査・整理する。
・地域と共働でヒヤリハットマッ
プワークショップを開催し、住民
アンケート等を行い地域の交通危
険箇所を把握し、ヒヤリハット
マップを作成。

19

地域内交通事故データの分析
調査を行い、地域と共働で
ワークショップを開催し、住
民アンケート等を行い地域の
交通危険箇所をまとめたヒヤ
リハットマップを作成し、地
域で取組む交通安全対策を展
開する。

自治振
興課

17
市民の誓い制定３０周年
記念事業

AD01

AD02 社会部
交通安
全課

・年４回の運動期間中の啓発活動
・交通安全フェア、市民大会の開
催
・年間を通しての啓発活動及び自
治区等の啓発活動及び支援等

継続



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

企画提案
ボラン
ティア

満足度調
査

ボラン
ティア

満足度調
査

企画提案
共催・協

賛
満足度調

査

企画提案
共催・協

賛
満足度調

査

その他 その他 その他

その他 その他 その他

その他 その他 その他

博覧会を生かしたまちづくり
事業（あっと！ほーむタウン
とよたプラン）の中で市民の
製作したベンチを博覧会会場
内に設置しようという試みを
実践する過程において、ボラ
ンティア団体として組織され
た団体。ベンチの製作を依
頼。

26

三河山間地域の有する自然、文
化、伝統等の魅力を都市を始めと
した他地域の人々に紹介し、この
地域に対する関心を喚起し地域の
活性化に資する交流居住の促進を
図るほか、地域が抱える問題への
認識・理解を高める。

都市住民を受け入れ、裏山散策や
工作などを行い、山里体験をす
る。
※足助支所としては、19年度の
み。市としてはそれ以降も継続。
主管課は企画課。

AD07 社会部
足助支

所
三河の山里ツーリズム
《足助地区》

AD07 社会部
足助支

所
地域の行事やイベントに都市住民
に参加してもらう

継続

・通行支障木など、地元だけでは
伐採が難しい箇所について、地元
の申込みにより、地元と行政とが
共働して整備をする。

通行支障木伐採事業
地区の地域課題の解決のため、地
域会議が提言した事業

地縁系組織

自治区
自治会

新盛自治区

地縁系組織
自治区
自治会

地縁系組織

その他の市民
活動団体

8月19日野林自治会

自治区
自治会

木づかい市民ネット

公募による
（「木づかいネット」が公募）

社会部
足助支

所

25

23

24AD07

AD06 社会部 旭支所

足助支
所

22 継続

継続里山耕流塾

都市住民が里山のありのままの暮
らしを地域住民との共同作業をと
おして里山（足助）のよさを体感
し、足助ファンの増加を目指す。

ハナノキ回廊整備事業

国の天然記念物に指定される自生
ハナノキの保護及び湿原を回復さ
せとともに、愛知高原国定公園に
訪れる観光客が旭高原の自然を鑑
賞し、癒しと学びを満喫できるよ
うに散策路等の整備を行う。

ハナノキ周辺に木製の回廊を儲
け、ベンチも設置し森林浴も可能
な休憩スペースを設ける。設置の
方法は、市民参加を集い、市民共
働のもとに回廊の設置を行う。

地区の地域課題の解決のため、地
域会議が提言した事業

21

継続歴史伝統文化保存事業

AD07 社会部

社会部
足助支

所

河川環境整備事業

AD07

・河川を覆う木など、地元だけで
は伐採が難しい箇所について、地
元の申込みにより、地元と行政と
が共働して整備をする。

地区の地域課題の解決のため、地
域会議が提言した事業

・集落史を作成する自治区・自治
会に対して印刷製本費の一部と作
成に対するアドバイザー費を支援

地縁系組織

地縁系組織

市民

19

継続

新規



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

検討委員
会

実行委員
会

その他

ワーク
ショップ

ボラン
ティア

その他

企画提案
実行委員

会

企画提案
補助金・
負担金・

助成
その他

事業評価
会議

ヒアリン
グ調査

共催・協
賛

満足度調
査

企画提案

住民説明
会

企画提案 その他 その他

検討委員
会

実行委員
会

検討委員
会

実行委員
会

社会部

31

足助まちづくり推進協議会
　・学識経験者
　・地元関係者
　・地元自治区

地縁系組織社会部

地域振興調査事業28AD11 社会部
猿投支

所

27
足助支

所
足助まちづくり交付金事
業

廃校のたたずまいとそれを取巻く
自然環境を生かした跡地利活用計
画の策定、及び運営主体・住民参
画の仕組みづくりに関する検討を
行う。
※農ライフ創生センターとも協力

猿投支
所

地域会議の提言による地域課題対
応等の地域特有の各種事業を行
う。

①生活の支障となっている竹木
を、地域において伐採した場合に
伐採作業後の処理を専門業者に依
頼する。
②三河線跡地にある旧駅舎を地域
で保全管理する場合に必要な電気
料、水道料の一部を負担する。

30

29 地域活動推進事業

下山支
所

廃校跡地利活用による都
市と農山村の交流拡大等

新規
所管法人・団

体
地元検討委員会
㈱香恋の里

地縁系組織

はつらつ藤岡２１推進ウォーキ
ング推進委員

新規

継続

・利活用計画から運営まで地
元住民が加わることにより、
自分達も参画して地域の活性
化や自らのふれあい・生きが
いづくりを進めていこうとの
意識を醸成できる。
・経営能力や集客・体験・交
流を通じた運営による相乗効
果が期待できる。

地縁系組織
①自治区
②夢ロード創造会議

地域住民がこぞって市民活動
に取り組んでいる。

地域住民がこぞって市民活動
に取り組んでいる。

藤岡地区コミュニティ会議（健
康部会）

井郷区長会
石野区長会
猿投台区長会
夢ロード創造会議

藤岡地区コミュティ会議（健
康部会）を事務局として、区
長、関係者を巻き込むこと
で、参加者の増加
参加者に応じたコース設定

藤岡地区コミュティ会議（健
康部会）を事務局として、区
長、関係者を巻き込むこと
で、参加者の増加
参加者に応じたコース設定

地縁系組織
美化活動を中心とした市民活
動団体

加茂川愛護会

19 地縁系組織新規
地域会議の提言による地域課題対
応の各種調査

地域核として日常生活基盤を整え
ることにより高齢者をはじめ若い
世代にも住みやすい環境を整備す
るとともに、全国的に有名な香嵐
渓、歴史・文化的な町並みなどの
地域資源を保存活用することによ
り、観光交流を促進し、地域機能
の維持・保全を図る。

・歴史的な町並みの保存と周辺景
観の保全
・安全な歩行者空間の確保と動線
の強化
・生活基盤整備による住みよいま
ちづくり
・災害に強いまちづくり

継続
高橋コミュニティーセンター・加
茂川公園の円滑な管理及び運営を
行う。

高橋コミュニティーセンター・加
茂川公園の適正な維持管理をを行
う。

市民

・コンサルの知恵を借りつつ、地
元住民と一緒に名鉄三河線跡地活
用のための基本調査をする。

高橋コミュニティセン
ター管理業務

32
はつらつ藤岡２１推進
ウォーキング事業

地域住民一人ひとりが自ら健康づ
くりの動機づけと実践を支援する
ため、手軽で安全かつ有効な
ウォーキングを奨励し、健康で長
生きできる地域社会の実現を図
る。

統合により廃校となった４校の跡
地を活用し、都市部と農山村部の
交流推進とともに、地域のふれあ
い・交流・生きがい活動の促進を
図る。

藤岡支
所

社会部
高橋支

所

AD12

AD11 社会部

AD15 社会部

AD07

AD14

継続

ウォーキングコースの案内作成に
より全戸回覧
ホームぺージの記載
各関係への掲示
看板設置、コースルート整備



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

検討委員
会

実行委員
会

事業評価
会議

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

事業評価
会議

ワーク
ショップ

満足度調
査

企画提案

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

満足度調
査

企画提案

企画提案
ボラン
ティア

補助金・
負担金・

助成

指定管理

企画提案
共催・協

賛
満足度調

査

検討委員
会

住民説明
会

地縁系組織
保見地区区長会
利用しやすい交流館をつくる会

地域の拠点施設として、地域
住民が建設に関わることで地
域が使いやすく利用しやすい
施設とする。
・移転新築場所の提案、地元
調整
・施設内容、外構等の設計段
階における提案及び設備・備
品等への提案

19

高等教育機関

市民に高度で専門的な講座を
提供でき、市民の生涯学習の
きっかけづくり･ステップアッ
プにつながる。

関係法人・団
体

継続AD17 社会部
生涯学
習課

高等教育機関共催公開講
座

社会部

社会部 継続

建物の老朽化・弱者対策、駐車場
不足、業務スペースの効率的利用
などから、出張所と交流館を一体
的に整備し、市民が安全かつ快適
に利用できる施設整備を行う。

移転新築場所：
　保見町四反田地内
敷地面積：７,３６０㎡
建物延床面積：１,８００㎡
（保見出張所約３００㎡含む）

藤岡地区コミュニティ会
議設立事業

保見交流館建設事業

38

39

35

区長会、体育協会・体育指導
委員などを中心とした組織で
あり、自ら企画・運営するこ
とにより、多くの市民参加が
期待できる。

地縁系組織
藤岡地区コミュニテイ会議設立
準備会（体育祭実行委員会）

藤岡地区住民の幅広い年齢層での
親睦を深め、健康で文化的な生活
に寄与することを目的とする。

藤岡地区を７地区に分け、地区対
抗競技を実施する。競技種目は、
仲良しリレー、つなひき、むかで
競争など７種目。演技種目とし
て、地区内幼稚園の鼓笛演奏、体
操演技。また、オープン競技とし
て誰でも参加できるパンくい競争
を実施する。

継続

藤岡支
所

継続新成人を祝う会

成人に達した男女の新しい門出
を、その保護者や地域の人ととも
に祝福と激励を行い、新成人とし
ての自覚を深め、進んで社会に参
加する動機付けをすることを目的
とする。

記念式典と新成人が計画する記念
行事を実施する。

34

継続藤岡地区スポレク大会

生活交通検討会、ワークショップ
の開催。実験バス調査、アンケー
ト調査。運行路線案の作成。運行
組織結成。運行実施。

新規

区長会、青少年健全育成推進
協議会など地域を代表する方
や新成人の代表、小中学校PTA
等、この祝う会を理解してい
る方々で構成する組織であ
り、地域性豊かな内容が期待
できる。

所管法人・団
体

藤岡地域生活交通検討会

事業の計画段階（ワーク
ショップ、アンケート調査に
より住民ニーズを集約、多く
の住民が利用できる路線案の
作成）、事業実施段階（運行
管理、評価を会で実施）を通
し、地域の交通手段は地域で
考え運行するという意識を醸
成。

地縁系組織
藤岡地区コミュニテイ会議設立
準備会（新成人を祝う会実行委
員会）

藤岡地区コミュニティ会議を設立
し、地区におけるコミュニティ活
動の活性化を図ることを目的とす
る。

AD15 社会部
藤岡支

所

36AD15 社会部
藤岡支

所

生活交通確保事業
藤岡地区の公共交通空白地区の解
消のため、地域の生活交通手段を
確保することを目的とする。

自治区長及び地域活動団体で
組織され、地域まちづくりの
拠点である石畳広場の整備計
画を支所とともに立案し、マ
レットゴルフ場整備や通常の
維持管理を行っている。温泉
利活用施設整備後も指定管理
者を目指している。

地縁系組織
藤岡地区コミュニティ会議設立
準備会

合併激変緩和期間において支
所等が主体となって行ってい
る事業などをコミュニティ会
議で実施し、地域が主体と
なってコミュニティ活動を盛
り上げていく。

地縁系組織 藤岡石畳地区地域づくり協議会継続

コミュニティ会議設立を検討する
準備会役員会を開催し、次のこと
を決める。（コミュニティの事
業、予算、自治区負担など）

石畳広場利活用推進事業

石畳温泉源を活用した足湯、温泉
スタンドのほかマレットゴルフ場
や朝市広場を活用したまちづくり
の推進を図る

地元組織であるまちづくり協議会
とともに地域資源である温泉を活
用した石畳広場の利活用計画を作
成し、整備を進める。

市民に高度で専門的な生涯学習機
会を提供する。

市と高等教育機関の共催による公
開講座の実施。
・高等教育機関等は講座の実施
・市は公共施設の確保・使用料等
の負担、広報によるＰＲ

藤岡支
所

37

33

生涯学
習課

藤岡支
所

AD15

AD15

AD15 社会部

社会部

AD17



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

検討委員
会

住民説明
会

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

事業評価
会議

実行委員
会

満足度調
査

指定管理

ヒアリン
グ調査

企画提案

指定管理

検討委員
会

その他
満足度調

査

企画提案

ワーク
ショップ

その他
満足度調

査

所管法人・団
体

とよた科学体験館学習活用会議
〔小中部会〕
※委員は教員

・学校教育の専門家として教
師に参加してもらっている
（学習内容を吟味したり、教
育効果を考えたりすることが
必要となる会議だから）

その他の市民
活動団体

豊田市自主研究グループ（理
科）

・豊田市理科教員を中心とし
た理科実験が好きで、子ども
たちのその楽しさを伝えたい
と思っている団体

AD17 社会部
生涯学
習課

46

継続

子どもを対象に、科学技術やもの
づくりのおもしろさ、不思議さを
体験してもらうための科学教室

場所：とよた科学体験館
時期：年間5回～8回
時間：1回60分を一日2回実施
内容：科学の不思議を体感できて
ものづくりのお土産付きの企画
講師：自主研グループ（理科）

継続

(財)豊田市文化振興財団と指定管
理に伴う管理運営等に関する協定
を締結し、旧市内１６単独交流館
の管理及び運営を行う。
・施設維持管理業務
・交流館事業の企画・運営

16交流館諸営繕工事

AD17 社会部
生涯学
習課

科学体験館の学習内容検
討

45

市内の小4・中2を対象とした、と
よた科学体験館学習の内容検討を
行う。

・プラネタリウム番組選定
・サイエンスショー検討
・学習番組スケジュールの決定

生涯学
習課

AD17

42

西部コミュニティセン
ター管理運営委託

43

AD17

(財)豊田市文化振興財団

44 継続
所管法人・団

体
㈱豊田ほっとかん

旧市内（併設館（井郷、石野、上
郷、松平）と合併町村（旭、足
助、小原、下山、藤岡）を除く）
１６単独交流館を安全・快適に利
用するための修繕、工事及び整備
計画に基づく必要な事業を実施す
る。

既設施設の諸営繕、依頼工事の設
計及び工事に関する業務

継続

西部地区のコミュニティ活動の拠
点施設としてＨ８年度に設置され
た西部コミュニティセンターの管
理・運営委託。

継続
所管法人・団

体

所管法人・団
体

(財)豊田市文化振興財団

所管法人・団
体

逢妻交流館建設委員会

地域の拠点施設として、地域
住民が建設に関わることで地
域が使いやすく利用しやすい
施設とする。
・移転新築場所の提案、地元
調整
・建築設計案等に関する意
見、要望の集約

実行委員会
　・地縁系組織
　・市民活動団体
　・交流館利用者
　・学校、幼保
　・民間企業

21 地縁系組織

地域住民の主体性による実施
により、
・交流の促進
・交流館利用の促進
・生涯学習活動の発表機会
につながる。

継続

40 逢妻交流館建設事業

建物の老朽化・弱者対策、駐車場
不足などの理由により移転新築を
行い、市民が安全かつ快適に利用
できる施設整備を行う。

建設予定場所：
　田町３丁目地内
総整備予定面積：約７,５００㎡
建物延床予定面積：１,５００㎡
外構：
　駐車場、駐輪場、多目的広場

継続

41 生涯学習フェスティバル

社会部

社会部

社会部

科学体験館
自主研グループ（理科）
によるワークショップ事
業

・施設の適正な管理・運営
・地域ニーズに応じた交流館
講座・事業の企画・運営
・人・地域・生きがいづくり
活動の支援・促進

施設を管理していることによ
り、実際の施設状況を把握し
ている。
・詳しい施設状況の説明
・利用者のニーズの把握
・施設設備の整備計画の提案

民間のノウハウを生かした管
理運営

交流館における学習成果の発表の
場、地域住民の交流の場、学習へ
のきっかけづくりの場とする。

各地区ごとにコミュニティ会議、
自主グループ等々の代表者で実行
委員会を設置し、市費負担金等に
より実施する。

(株)豊田ほっとかんと指定管理に
伴う管理運営等に関する協定を締
結し、西部コミュニティセンター
の管理及び運営を行う。
・施設維持管理業務
・受託事業（ほっとかんまつり）

旧市内（併設館（井郷、石野、上
郷、松平）と合併町村（旭、足
助、小原、下山、藤岡）を除く）
１６単独交流館の管理・運営委
託。

16交流館管理運営委託

生涯学
習課

AD17 社会部
生涯学
習課

AD17 社会部
生涯学
習課

AD17
生涯学
習課



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

その他
補助金・
負担金・

助成
その他

ワーク
ショップ

委託 その他

検討委員
会

その他
満足度調

査

検討委員
会

その他
満足度調

査

企画提案

・ものづくり教育で実施する題材
の検討
・ものづくり教育で使用する手引
き（マニュアル）の作成

新規
所管法人・団

体
AD17 社会部

生涯学
習課

ものづくり教育に関する
企画検討

AD17 社会部
生涯学
習課

48

49

50

豊田少年少女発明クラブ

・企業退職技術者や技術科の
教員など、ものづくりと発明
に対して専門性の高い指導者
をもち、社団法人発明協会の
所属している団体である

関係法人・団
体

所管法人・団
体

ものづくり専門委員会
　・学識経験者
　・市教育研究会各教科部会長
（校長）
　・ものづくり団体代表
　・企業退職者団体代表

学校教育や社会教育の場での
ものづくりの経験を踏まえ、
幅広く意見をうかがうことが
できる。

・感受性・創造性といった子ども
たちの生きる力につながる素養の
育成、地域・世代間・異学年との
ふれあいが生まれるものづくりを
企画・制作することを目的とす
る。

関係法人・団
体

豊田少年少女発明クラブ

・企業退職技術者や技術科の
教員など、ものづくりと発明
に対して専門性の高い指導者
をもち、社団法人発明協会の
所属している団体である

AD17 社会部
生涯学
習課

出前科学工作教室

ものづくりと科学のおもしろさを
広く子どもたちに伝えるために、
発明クラブによる出前事業を展開
する。

場所：交流館
時期：年間数回（最大5回）
内容：ものづくりと科学のおもし
ろさを伝えられる科学工作教室
講師：発明クラブ指導員

継続

子どもたちの創造性の開発を目的
に、工夫し考えることの大切さを
ものづくりを中心としたクラブ活
動を通して伝える

場所：産業文化センター
　　　地域文化広場
会員：小学1年生～中学3年生
　　　約550名
活動：常時活動
　　　　年間約15回（各学年）
　　　特別活動
　　　　OM世界大会・作品展他

継続AD17 社会部
生涯学
習課

少年少女発明クラブ

・ものづくり文化の発展に関する
施策に関し、主要な事項を審議す
ることを目的とする。

・ものづくり活動の学校教育への
普及についての検討
・子どもたちのものづくり活動を
支える体制づくりについての検討
・ものづくり文化を醸成するため
の方策についての検討

新規
ものづくりに関する各種
審議

47

学校教育の場での豊富な経験
や全国の先進事例の情報を活
用し、効果的な手引き及び学
習プログラムを制作すること
ができる。

ものづくり企画委員会
・市教育研究会各教科部会メン
バー
・市学校教育アドバイザー
・専門家（コンサルタント）



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

共催・協
賛

企画提案 委託
満足度調

査

企画提案
ボラン
ティア

満足度調
査

その他

実行委員
会

検討委員
会

実行委員
会

満足度調
査

共催・協
賛

検討委員
会

実行委員
会

その他

ボラン
ティア

指定管理

指定管理

※地元に払い下げるまでの経
過措置として、当該５施設を
指定管理としている。
　（民設民営が原則）

AD17 社会部
生涯学
習課

老人憩の家の管理運営等
（5施設）

54

運営主体がボランティアであ
ること。自動車チームは、自
動車関連企業との連携によ
り、専門的な技術を持った指
導者により運営されている。
※各チームのリーダーが実行
委員会に参加。各チームに
は、市民ボランティアや企業
（アイシン精機（株））も参

所管法人・団
体

（社）豊田市シルバー人材セン
ター

（社）豊田市シルバー人材セ
ンターの事務所が入っている
ため、効率的な管理運営がで
きる。

ものづくりなぜ？なぜ？プロ
ジェクト実行委員会

AD17 社会部 継続

継続AD17 社会部
生涯学
習課

福祉就業センターの管理
運営等

生涯学
習課

52

とよたものづくりフェスタ実行
委員会

ものづくり団体の代表者が委
員として参加することで、率
直な意見を反映した運営がで
きること

所管法人・団
体

所管法人・団
体

民間企業
トヨタ自動車（株）トヨタ技術
会

会場確保の利便性が図られる
こと、イベント性に特化した
催しの企画・開催ができるこ
と

市内で活動するものづくり団
体である。

高齢者等の就業活動を通じた社会
参加を促進する生きがい活動の推
進

20
（年
度協
定）

高齢者の生きがいづくり・交流の
場の提供

老人憩の家の管理委託
（①稲武大桑・②稲武押山・③稲
武小田木・④稲武御所貝津・⑤小
原北部）

継続

20
（年
度協
定）

ふれあいの家、山室花はうすの管
理運営

・市内で活動するものづくり団体
にものづくり体験ブースの出展を
依頼。
・豊田クリエイティブクラブに課
題解決型のロボット競技会の開催
を委託。
・トヨタ技術会が実施するＴＥＳ
フェスティバルと同時開催。
・会場は、トヨタスポーツセン
ター。

ものづくりの達人とともに青少年
がものづくりに主体的に挑戦し、
その素晴らしさ、楽しさ、やりが
い、達成感など「ものを創る心」
を青少年に育むこと。

市民の方のご寄付を基に平成１５
年「豊田市青少年ものづくり基
金」を設立。平成１６年４月から
農業、繊維、自動車の３チーム
が、平成１８年４月には、造形、
陶芸の２チームが活動を開始して
いる。
活動場所は、財団法人あすて。

53

各種ものづくり関係団体
※大学等含む

関係法人・団
体

地縁系組織

①大野瀬町自治区大桑組長
②押山自治区長
③小田木町自治区長
④御所貝津町自治区長
⑤高原自治区小原北町区長

ものづくりなぜ？なぜ？
プロジェクト

生涯学
習課

関係法人・団
体

豊田クリエイティブクラブ
・多くの市民がものづくりや科学
技術の楽しさ、おもしろさを体感
すること。
・子ども達の豊かな感受性と創造
性の発達を促すこと。
・ものづくりへの理解の増進を図
り、ものづくり文化の醸造にしす
ること。

51
ものづくりフェスタ（わ
くわくワールド）

継続AD17 社会部

多様な市民がそれぞれの特性
を活かしたブースを出展す
る。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

その他

委託

補助金・
負担金・

助成

委託

ボラン
ティア

20

地縁系組織 豊田市老人クラブ連合会

所管法人・団
体

地域ふれあい通所事業

高齢者が住み慣れた地域でいつま
でも健やかに暮らすために、生き
がいづくり、健康づくり、ふれあ
い活動などを推進し、地域社会と
の交流や閉じこもりの防止などを
目的とする

地域住民の主体的な発想に基づく
実施を基本として、地域が実施す
る諸活動に対して必要な人的支援
をする。

地縁系組織 自治区

AD17 社会部
生涯学
習課

老人クラブ活動費補助金

60歳以上の人の生きがいと健康づ
くりに資する活動を推進し、明る
い長寿社会の実現と保健福祉の向
上を図る

・市老連補助金
・地区老連事業補助金
・単位老人クラブ補助金

継続59

AD17 社会部
生涯学
習課

内容：洋画、日本画、書道、手
芸、写真、民芸、工芸などの作品
展示
出品資格：市内在住の60歳以上の
人
時期：平成19年12月8日～18日
会場：豊田市民文化会館

継続

会員数33,312人、60歳以上の
人の加入率39.3％となる大規
模な団体であるため、市とし
ても60歳以上の人への施策の
一環として活動を支援する必
要がある。また、同団体の活
発な活動等により、事業目的
が達成されることを期待す
る。

（社福）豊田市社会福祉協議会

社協では同事業以外に、多数
の自主事業、市からの受託事
業を展開しており、地域に密
着した団体である。

地縁系組織
豊田市老人クラブ連合会
地区老人クラブ連合会
単位老人クラブ

老人クラブに委託することに
より、人的経費が削減できる
とともに、60歳以上の人へ事
業の周知にも繋がる。

58 継続

地縁系組織AD17

AD17 社会部
生涯学
習課

生涯学
習課

高齢者作品展

60歳以上の人が取得した知識と経
験を生かして作成した作品の展示
発表をすることにより、作成者の
意欲向上（生きがいづくりの推
進）を図る

老人クラブの会長等が管理者
となり、地域の60歳以上の人
の利用を促進している。

所管法人・団
体

継続

継続 老人クラブ等

（社）豊田市シルバー人材セン
ター

2,116人（平成18年度末）のシ
ルバー会員を抱え、多様な就
業機会の提供や社会参加の促
進をしている。

生涯学
習課

継続

高齢者等の就業活動を通じた社会
参加を促進する生きがい活動の推
進

高齢者の生きがいづくり・交流の
場の提供

55

老人憩の家管理運営支援

施設の設置と管理運営に対する支
援。
補助金額　年116,000円／１箇所
備品の貸与　14品目
203箇所（H19.6.30現在）

※補助金に加え、備品設置による
支援も行う。

シルバー人材センターが実施する
当該事業に対して補助

シルバー人材センター運
営費補助金

56

57

所管法人・団
体

AD17 社会部
生涯学
習課

シルバー人材センターを設置し、
法人を適正に維持するため、人件
費を補助する

AD17 社会部

高齢者能力活用推進費補
助金

高齢者の生きがい対策として能力
活用を図るとともに、高齢者が地
域貢献できるような仕組みを創出
する

社会部

（社）豊田市シルバー人材セン
ター

地域の高齢者を地域で支える
理念の同事業を継続して運営
するために、自治区長を始め
区民の協力は必要不可欠であ
る。

60



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ボラン
ティア

検討委員
会

その他 その他

企画提案
共催・協

賛
事業評価

会議

企画提案
共催・協

賛

企画提案
ボラン
ティア

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

豊田加茂写真師組合
豊田茶友会
文化振興財団登録の４団体
（青少年センター）

61 金婚祝賀会

ファミリー・サービス・
クラブ支援

市民企画事業

市民活動センター運営

豊田市を中心に活動されてい
る団体の厚意でご協力いただ
いており、事業にかかる費用
が削減できている。

金婚祝賀会の開催を通して、結婚
50年を迎えられた夫婦の金婚と長
寿を祝い、明るい長寿社会の実現
を図る

結婚50周年を祝う式典
市民団体による演奏等のアトラク
ション
呈茶
ご夫婦での記念撮影

継続
その他の市民

活動団体
AD17

生涯学
習課

社会部

自治区運営に参画し、まちづ
くりへの貢献度が高い

男女共
同参画
セン
ター

自治区女性会補助金

既存のノウハウを生かした活
動運営

その他の市民
活動団体

66

67

AD17030 社会部

男女共
同参画
セン
ター

AD17030 社会部

AD17030 社会部

男女共
同参画
セン
ター

キラッ☆とよたまつり

男女共同参画社会づくりを推進す
る拠点施設としての役割を、広く
市民に知っていただくとともに、
男女共同参画への取組みをＰＲす
る。

昭和60年に労働省からの補助事業
として立ち上がった、会員相互援
助活動を行うクラブに対し支援す
る

継続

65

女性の社会参加・相互援助活動の
促進

身近なものからおもちゃを作
成する遊びのノウハウを生か
した講座開催が可能

とよた男女共同参画センター、産
業文化センター１階多目的ホー
ル・産業交流コーナーにおいてセ
ンター登録団体及びセンター企画
イベントを実施。
参加予定人数１，５００名

継続
とよた男女共同参画センター登
録団体

とよた男女共同参画センター
登録団体による活動発表の場
としての企画参加が事業への
市民参加の拡大につながる

その他の市民
活動団体

ネットワーク作りに有効な柔
軟な発想

日頃子どもと触れ合う機会の少な
いお父さんに親子のふれあいを楽
しんでもらい子育てに参加する機
会にしてもらう

年2回子育て応援講座を開催

継続
その他の市民

活動団体

とよた市民活動センター登録団
体
※特定非営利活動法人を含む

継続
その他の市民

活動団体
AD17030 社会部

男女共
同参画
セン
ター

親子でつくって遊ぼう！64

利用者、管理者双方に有益な
提案

所管法人・団
体

AD17010 社会部

とよた
市民活
動支援
セン
ター

62

63

AD17010 社会部

とよた
市民活
動支援
セン
ター

とよた市民活動センター運営協
議会
　・登録団体からの希望者

市内におけるＮＰＯ活動の拡充及
びＮＰＯ活動に対する市民理解の
増進を図るため、とよた市民活動
センターと登録団体が共働で、セ
ンター事業の一つである講座、講
習会を企画・運営することにより
団体活動の発展と共働の推進を目
指す。

市民活動の発展を支える拠点施設
として、より効果的なセンターの
運営を図ることを目的とする

次の事項について、所長の招集により
会議を開催し、協議する。
（１）センターの事業等の内容に関する
こと
（２）センターの有効な活用方法に関す
ること
（３）その他、センターの管理・運営全
般に関すること

提案企画内容により変化するが、
登録団体から提案の企画につい
て、協議し実施する。
（主に”活動団体間のネットワー
クづくり”に資する事業を実施）

継続

豊田市ファミリー・サービス・
クラブ

地縁系組織

自治区内において女性たちの自主
性と社会性を高め、健全な地域社
会づくりを進めることを目的とす
る自治区女性会の活動支援。

女性会の年間活動に対する補助
（上限２０，０００円…１／２補
助）

継続 自治区女性会

豊田おもちゃの図書館　とよ
ちゃんライブラリー



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ボラン
ティア

その他 その他

検討委員
会

実行委員
会

その他 その他 その他

企画提案 委託
満足度調

査

その他
ボラン
ティア

補助金・
負担金・

助成

犯罪の抑止と治安に対する不安感
を解消し、安心して暮らせる地域
社会を実現する。

特定非営利活動法人
中部リサイクル運動市民の会

19

eco－Tの構想段階から関わ
り、施設を熟知している
インタープリター養成講座を
実施し、市民ボランティアと
の信頼関係が構築されている

多くの市民に身近な環境問題に気
付いてもらい、日常生活の中で地
球温暖化防止のための環境にやさ
しい行動ができる人づくりを目指
す

・環境学習事業の企画・実施
・市民参画の促進事業

新規環境部

市民自らが施設解説等を行う
ことで、多くの市民に施設に
対する理解が得えられるとと
もに、地域での環境活動を推
進することができる

公募による
（養成講座受講者）

新規

市民からeco－Tの運営に協力して
もらえる人材を育成し、地域では
リーダーとなり環境活動を推進す
る人づくりを目指す

・渡刈クリーンセンター見学案内
・環境学習プログラムの解説

AE01 環境部
環境政
策課

eco－T市民ボランティア
活動

73

AD18 社会部

市民

72AE01
環境政
策課

71

特定非営利活
動法人

環境学習施設「eco－T」
事業運営委託

AD18 社会部
防災防
犯課

犯罪のないまちづくり推
進強化地区支援事業

市民一人ひとりの防犯意識が
醸成され、安心して暮らせる
まちづくりができる。

重点的に取り組む事項と併せて地
区を指定し、防犯対策に係る物
的、人的支援を実施する。

新規

継続

地縁系組織 指定自治区

東海地震の警戒宣言から、地震発
生を想定した一連の訓練を実施す
る。

自治区を経由して家具転倒防
止器具等をあっせんすること
による家具固定率のアップが
図れる。

地縁系組織
各自治区
自主防災会
各種団体

コミュニティ単位で市民主体
の防災訓練を行うことで防災
意識の高揚が図れる。

防災防
犯課

69

70

地震による被害を最小限におさえ
るため、各家庭でできる身近な防
災対策を推進する。

市民防災総合演習
地震災害を想定した防災訓練を実
施することで、自助・共助の意識
を高める。

AD18 社会部
防災防
犯課

家具転倒防止器具等あっ
せん事業

家具転倒防止器具等をあっせんす
る。

新規

ボランティア活動にあたり研
修等を実施し、得た知識を活
動に対して、さらには地域に
おける活動においても生かし
男女共同参画推進につなげる

地縁系組織
各自治区
自主防災会

社会部

男女共
同参画
セン
ター

ボランティアによる女性
のための電話相談

68AD17030
女性のための電話相談におけるボ
ランティア相談員として活動する

火・木・土　１０時～１６時
金　１３時～１９時

継続

市民一人ひとりに環境に配慮した
行動を促す

とよたエコライフ倶楽部

公募による市民

AE01 環境部
環境政
策課

エコライフ推進事業74
会員の自主的な活動が実施で
きる。

・買物袋持参を始めとしたごみの
発生抑制のための各種事業

継続
その他の市民

活動団体



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

委託

指定管理

ボラン
ティア

パブリッ
クコメン

ト

ワーク
ショップ

補助金・
負担金・

助成

委託

検討委員
会

実行委員
会

75 自然保護事業
貴重な動植物が生育する市内の湿
地やウシモツゴ生息池などの自然
資源を保全する

・湿地、ウシモツゴ生息池、名
　木の巡視
・湿地の環境管理作業
・矢並湿地一般公開

その他の市民
活動団体

その他の市民
活動団体

森先案内人あべまきの会
とよた自然わくわくクラブ

豊田市自然愛護協会

関係法人・団
体

AE01 環境部
環境政
策課

継続

市内の植物、動物及び地質な
どに精通した専門的な知識を
有する団体であり、市の自然
保全をはかる上で欠かせない
存在である

自然環境学習について多様な
ノウハウを持つとともに、自
然観察の森の適切な環境管理
が実施できる

（財）日本野鳥の会AE01 環境部
環境政
策課

継続76 自然観察の森管理事業

民間団体の能力を活用すること
で、市民へ多様な自然環境学習の
機会を提供するとともに、経費節
減を図る

・自然観察の森の管理・運営
・自然環境学習の推進

市民自らが自然解説等を行う
ことで、多くの市民に森の楽
しさ、自然の不思議さに気づ
き、自然を大切にする行動を
おこす

AE01 環境部
環境政
策課

継続77
自然観察の森市民ボラン
ティア活動

市民自らが自然解説等を行うこと
で、市民主体の自然環境学習の推
進を図る

・自然解説
・湿地や里山のビオトープづく
　り
・自然体験活動の指導

AE01 環境部
環境政
策課

継続78
自然観察の森及び周辺地
域整備事業

自然観察の森及び周辺地域を、市
民の環境に配慮した行動につなげ
る環境学習の拠点として整備する

・基本構想策定にかかるパブリッ
クコメントの実施
・整備検討会開催

市民自らが地域にある自然資
源の回復・整備に携わること
で、市の自然が保全される

地縁系組織 しだれ桜を守る会等

その他の市民
活動団体

豊田市自然愛護協会
とよた自然わくわくクラブ

自然観察の森で活動する団体
が参加することで、より良い
環境学習の拠点として整備と
する

AE01 環境部
環境政
策課

継続79
生きものと共生する地域
づくり支援事業

市民団体が多様な生きものが生息
する身近な自然の回復、整備を行
うことで、生きものと共生する地
域づくりの推進に寄与する

身近な自然の回復・整備をすすめ
る団体に対して
・消耗品、原材料を支給
・講師を派遣

AE01 環境部
環境政
策課

継続80
御船・西中山地区環境改
善事業

荒廃した竹林を整備することによ
り発生する竹材から竹炭を生産
し、粉末にした竹炭を使って河川
浄化活動を試験的に実施すること
で、環境にやさしいライフスタイ
ルの普及をめざす

・竹林整備
・竹炭粉生産及び河川浄化

湿地保護活動を行っている市
民団体がサミットの企画・実
施を市と共働で行うことで、
市民に湿地の大切さを啓発す
る

19
その他の市民

活動団体
豊田市自然愛護協会
矢並湿地保存会

地縁系組織 御船･西中山地区環境改善委員会

市民自らが竹林整備、河川浄
化を行うことで、竹林を活用
した生活様式の改善と環境学
習に資する

AE01 環境部
環境政
策課

新規81 湿地サミット開催事業

市民が湿地の大切さに気づき、身
近な生物多様性から人間も生態系
の一部であることを認識すること
で、市の湿地保全に資する

・矢並湿地の一般公開
・市内湿地の紹介等会議
・基調講演会



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

補助金・
負担金・

助成

共催・協
賛

共催・協
賛

企画提案
共催・協

賛

共催・協
賛

ボラン
ティア

共催・協
賛

ボラン
ティア

ワーク
ショップ

ボラン
ティア

補助金・
負担金・

助成

福祉保
健部

高齢福
祉課

健康増
進課

保健衛
生課

AF03
福祉保
健部

AF06
福祉保
健部

AF05
動物愛護ボランティア育
成事業

86

87

85

一般市民への動物愛護意識の普及
と市民の生きがいづくりを推進す
ること

所管法人・団
体

（社福）豊田市社会福祉協議会

・福祉やボランティアの各種
団体と直結しており、行政の
届かない部分を補うことがで
きる。

AF01
福祉保
健部

（福）
総務課

継続82 福祉健康フェスティバル 市民の福祉と健康への意識の高揚
福祉のブースを社会福祉協議会と
共催で行う。
　《(福)総務課担当分》

AF01
福祉保
健部

（福）
総務課

新規83
全国ボランティアフェス
ティバル

全国からボランティア・市民活動
に関心のある人や実践活動を行っ
ている人々が集い語り合いふれあ
いながら交流を深め活動の啓発普
及や意欲の高揚を図るとともに団
塊の世代の新たなボランティア・
市民活動のあり方を模索する。

（社福）豊田市社会福祉協議会

西三河ブロックの開催
・参号館中心として6会場で分科会
を開催。
・豊田産業フェスタと同時開催で
豊田スタジアムで福祉体験、授産
製品や郷土特産品の販売、ボラン
ティア紹介を行う。

明豊自動車株式会社（豊田自動
車学校）
株式会社トヨタ中央自動車学校

・西三河の各市町の行政、社
会福祉協議会、NPO法人、ボラ
ンティア団体等が各分科会を
受け持ち、ボランティアへの
理解を深める。

19

民間企業
自動車学校がスクールバスの空き
スペースを活用し、高齢者等の移
動支援を無償で行う

所管法人・団
体

自動車学校の社会貢献の一環
として実施
公共交通機関の未発達な地域
（一部地域を除く）でも利用
が可能である

災害時要援護者登録制度

近隣住民の互助により災害時にお
ける災害時要援護者の支援体制を
確立し、自治区内での普段からの
見守りと要援護者が住み慣れた地
域で安心して生活できる環境を整
備すること

様々な災害が発生した場合に第三
者の支援が必要と想定される方
（高齢者、障がい者等）を地域支
援者とともに登録し、区長ならび
に民生・児童委員に登録情報の提
供を行う。

継続

AF03
福祉保
健部

高齢福
祉課

継続84
自動車学校のスクールバ
スを利用した豊田市高齢
者等交通対策事業

豊田市内のスクールバス路線にお
いて、高齢者及び障がい者に対し
て、スクールバスの空スペースへ
の乗車を可能にすることにより移
動の支援を行ない、気軽に社会参
加できる機会を得られるようにす
ること

地縁系組織

豊田市健康づくり協議会

自治区

市民

・一般市民への動物愛護意識
の普及
・ボランティア活動に参加す
ることによる一般市民の生き
がいづくり

継続

ヘルスサポートリーダーが「健康
づくり豊田21」計画の趣旨を理解
し、地域の健康づくりの担い手と
なるよう養成・育成する。

市はヘルスサポートリーダー養成
講座・育成研修を実施する。
ヘルスサポートリーダーは交流館
等と連携し、ヘルスサポーター養
成講座を実施する。
また、自治区・老人クラブ等地域
からの要望に応じて健康講座・運
動支援を行う。

要援護者に対する普段からの
見守りや、災害が発生しそう
な場合や発生した時に、災害
に関する情報を伝えたり一緒
に避難したりする等の支援に
心がけていただく

本市に登録されている飼い犬とそ
の飼い主を対象に動物愛護ボラン
ティア養成講座を実施し、ボラン
ティアを育成する。全講座終了後
に実施する実技審査で訪問活動犬
として認定された犬と飼い主に市
が主催する動物愛護事業への参
加・協力を依頼する。

要援護者に対する普段からの
見守りや、災害が発生しそう
な場合や発生した時に、災害
に関する情報を伝えたり一緒
に避難したりする等の支援に
心がけていただく

市民
民生委員
一般市民

豊田市動物愛護ボランティア
（公募による。養成講座受講
者）

地域に根ざした健康づくりボ
ランティア

その他の市民
活動団体

継続
ヘルスサポートリーダー
による健康づくり事業



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

共催・協
賛

共催・協
賛

検討委員
会

共催・協
賛

その他

その他

その他
共催・協

賛
その他

実行委員
会

委託

検討委員
会

その他
満足度調

査

ワーク
ショップ

事業評価
会議

企画提案 委託

日時：１１月１７日（土）・１８
日（日）
場所：市民文化会館
内容：
　福祉ゾーン、健康ゾーン、歯と
口のゾーン、食育ゾーン等に区分
けし、各団体がゾーンをそれぞれ
運営する。
　講演会、表彰式、ブース運営、
模擬店等

市民の健康と福祉向上への意識の
高揚を図る。福祉健康フェスティバル

エイズ啓発事業
《中学生を対象とする啓
発事業》

エイズ啓発事業
《世界エイズデー関連イ
ベント》

健康増
進課

AF06
福祉保
健部

82 新規

豊田市健康づくり協議会

関係法人・団
体

豊田加茂医師会
豊田加茂歯科医師会
豊田西加茂薬剤師会

思春期層の方と共働で啓発事
業活動を実施することにより
その周辺の人々・環境への波
及効果を期待する

所管法人・団
体

障がい者計画推進懇話会
　・市内の障がい者及びその家
族等を中心に構成したグループ
等（１６グループ）

継続af07
福祉保
健部

感染症
予防課

各団体、関係者を共催という
形で巻き込むことで、参加の
輪が広がる。
団体の長所を活かすことで、
機動的かつ多様なプログラム
を実施できる。

各団体、関係者を共催という
形で巻き込むことで、参加の
輪が広がる。
団体の長所を活かすことで、
機動的かつ多様なプログラム
を実施できる。

その他の市民
活動団体

AF07
福祉保
健部

感染症
予防課

エイズに関する正しい知識の普及
啓発事業を行うことにより、エイ
ズのまん延防止及び患者・感染者
に対する差別・偏見の解消と併せ
てHIV感染の予防を図る。

88
その他の市民

活動団体

市民継続89

市内中学校について、1年を通して
エイズ及び性感染症の予防、差
別・偏見の解消、思春期教育の推
進を図る。内容は、保健主事、養
護教諭及び学校保健委員会、
PTA、生徒会を中心に、外部講
師・保健所保健師による講演会の
開催、文化祭での保健所コーナー
の設置、レッドリボン等の作成、

エイズに関する正しい知識の普及
啓発事業を行うことにより、エイ
ズのまん延防止及び患者・感染者
に対する差別・偏見の解消と併せ
てHIV感染の予防を図る。

世界エイズデーに併せて、女性の
ボランティア団体や企業、学校、
NPOと連携しイベント等を実施す
る。レッドリボンツリーの設置や
レッドリボン配布等（予定）。

協力校・指定校の生徒等

障がいのある人の目線から見
えることを形にしてもらう

所管法人・団
体

福祉ガイドブック作成委員会

国際ソロプチミスト豊田
行政が持ち合わせないような
柔軟性や団体力を発揮した広
い活動

AF08
福祉保
健部

障がい
福祉課

継続
福祉ガイドブック作成
（ＨＰ版）

障害者の社会参加を促進するた
め、外出時に必要な情報を提供す
る

市内施設におけるバリアフリー対
応の状況を紹介する福祉ガイド
ブックのホームページを作成す
る。

90

・障がい者福祉施策に関する
当事者の意見。
・障がい者福祉施策の関係者
への普及・啓発
・障がい者福祉施策の当事者
としての満足度調査、事業評
価

AF08
福祉保
健部

障がい
福祉課

継続91
障がい者計画に関する懇
談

新ライフサポートプラン及び豊田
市障がい福祉計画の総合的、計画
的な推進を図るため、参考意見を
うかがうこと

懇話会の開催（年２～４回程度）

AG01 産業部
産業労
政課

新規92
燃料電池自動車授業補助
者派遣事業

燃料電池自動車普及啓発を目的と
した授業を市内小学校で実施する
際に、担当教員の支援及び補助を
する。

・燃料電池自動車授業の教材管理
・燃料電池自動車授業担当教員に
対する指導
・その他授業実施に関する相談、
助言

市民 退職した教員

管理職経験のある退職教員で
あり、市内学校の状況をよく
理解しているため現職教員と
の連携が図りやすい。また、
理科教員としての経験も豊富
である。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

企画提案 指定管理

企画提案 その他

企画提案 その他

ワーク
ショップ

住民説明
会

その他

企画提案

委託

委託

委託

六所山公衆便所清掃事業 継続

必要とする技術等について精
通しているため、指導能力に
期待できる。また、会場及び
必要とする設備利用が可能で
ある。

AG01 産業部
産業労
政課

継続
職業能力開発教室実施事
業
《造園・木工関係》

現在職に就いていないが、就労意
欲のある方を対象として、能力開
発や意識改革等の向上を図る。

・造園技能士３級資格取得教室
・造園コース（初級）
・木工教室

93
関係法人・団

体
職業訓練法人豊田職業訓練協会

民間企業
愛知工業大学情報電子専門学校
愛知学泉大学

必要とする技術等について精
通しているため、指導能力に
期待できる。また、会場及び
必要とする設備利用が可能で
ある。

AG01 産業部
産業労
政課

継続
職業能力開発教室実施事
業
《パソコン関係》

現在職に就いていないが、就労意
欲のある方を対象として、能力開
発や意識改革等の向上を図る。

・パソコン教室（初級）94

笹戸温泉振興会
松嶺ささゆり群生地　保存会

既存の住民（事業者）組織に
よる率直な意見収集や現況課
題の把握が可能となり、実効
性の高い、制度の検討ができ
る。

AG02 産業部
商業観
光課

95

松平郷ふるさとづくり委員会 市民感覚での意見

がんばる観光地支援制度
検討事業

地域が主体となった観光まちづく
りを主体的に進める地域の団体に
対して支援する制度を検討する。

・民間事業者との共働による実験
の主体的参加
・観光事業者の視点から提案

地縁系組織19

19新規 地縁系組織

地縁系組織

滝脇自治区
九久平自治区
林添自治区
松平自治区
坂上自治区
豊松自治区
加茂川自治区
大内自治区

継続

地元自治区のため自然歩道内
を熟知しており、早急の対応
が可能であり、愛着を持った
管理を望むことができる。

96

97

新規
松平郷歴史観光拠点施設
検討事業

松平郷の観光資源である松平氏の
歴史的遺産について、その歴史
的・観光的価値を再確認するとと
もに、遺産を継承・活用するため
の拠点施設のあり方などを検討委
員会と併行して実施する。

検討委員会と併行して、地域のコ
ンセンサス形成を目的として、地
元への説明会を行う。

商業観
光課

松平観光自然歩道管理事
業

松平観光自然歩道を管理すること
により、観光客の利便性を確保す
る。

松平観光自然歩道の安全パトロー
ル、草刈り、案内標識の保守。

AG02 産業部
商業観
光課

王滝渓谷を管理することにより、
観光地の景観維持と観光客の利便
性を確保する。

AG02 産業部
商業観
光課

98

AG02 産業部

六所山公衆便所を管理することに
より、観光客の利便性を確保す
る。

便所清掃。 地縁系組織 坂上町東宮口地区

地元住民で構成している団体
のため自然歩道内を熟知して
おり、早急の対応が可能であ
り、愛着を持った管理を望む
ことができる。

地縁系組織

龍門園地／王滝自治区
歌石園地／豊松町歌石観光
椿木園地／椿木地区
古美山園地／坂上町下屋敷地区

地元住民で構成している団体
のため、園地内を熟知してお
り、早急の対応が可能であ
り、愛着を持った園地管理を
望むことができる。

AG02 産業部
商業観
光課

継続
清掃、駐車場の清掃、便所清掃、
草刈り、景観の保持。

99 王滝渓谷管理事業



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

委託

委託

委託

委託

委託

補助金・
負担金・

助成

補助金・
負担金・

助成

102

農地・水・環境保全向上
対策

農業者だけでなく、地域ぐる
みの活動。

松平氏発祥の地松平郷を清掃管理
することにより、観光客の安全を
確保し、観光客を増やす。

松平郷の清掃、便所清掃、草刈
り、植栽剪定・施肥。

継続

101

100

地縁系組織

AG02 産業部
商業観
光課

松平郷清掃管理事業 松平郷ふるさとづくり委員会

地元住民で構成している団体
のため、園地内を熟知してお
り、早急の対応が可能であ
り、愛着を持った園地管理を
望むことができる。

 

松平郷ふるさとづくり委員会

地元住民で構成している団体
のため、園地内を熟知してお
り、緊急時にも早急に対応す
ることができる。

 地縁系組織

地縁系組織

AG02 産業部
商業観
光課

山中町平成会

西広瀬自治区

継続松平城址の森管理事業
松平氏遺産である｢松平城址｣を管
理することにより、観光客の安全
を確保し、観光客を増やす。

松平城址の森の除草、植栽剪定。

地元住民で構成している団体
のため早急の対応が可能であ
り、愛着を持った施設管理を
望むことができる。

AG02 産業部
商業観
光課

継続
広梅橋ポケットパーク管
理事業

矢作川及び東海自然歩道沿いに設
置した公園及び便所を管理するこ
とにより、観光客の利便性を確保
する。

ポケットパークの景観保持、便所
清掃。

地縁系組織

地元自治区のため早急の対応
が可能であり、愛着を持った
施設管理を望むことができ
る。

AG02 産業部
商業観
光課

継続南山駐車場管理事業
南山駐車場を管理することによ
り、観光客の利便性を確保する。

駐車場の景観保持、便所清掃。103

自治区内の施設等の管理、生
活環境整備を目的として地域
住民で組織された公共的団体
に準じた団体のため、地域の
魅力を最大限に生かすことが
でき、また地域内を熟知して
おり、緊急時も早急に対応す
ることができる。

AG02 産業部
商業観
光課

継続
猿投山菊石遊歩道管理事
業

猿投山観光施設を管理することに
より、観光客の安全を確保し、観
光客を増やす。

猿投山観光施設の清掃、除草、植
栽剪定、便所清掃、水車管理。

104

農業者だけでなく、地域ぐる
みの活動。

地縁系組織

所管法人・団
体

地域協議会
　・県市
　・土地改良区
　・県土連
　・ＪＡ

農地整
備課

105

農業者だけでなく、地域住民を含
めた多様な組織の参画を得て、農
地、農業用施設の草刈り、施設の
点検、機能診断や景観形成など、
質を高める効果の高い共同活動に
より地域資源の保全を図る。

・農業者を中心に各種団体が参画
する活動組織を設立。
・市等で構成する地域協議会を設
置。
・国、県及び市が地域協議会に対
して支援交付金を交付する。
・各活動組織内の話し合いにより
共同活動計画を作成、実践。
・共同活動計画に基づく取組、活
動を実践する活動組織に対し、地
域協議会から支援交付金を交付。

新規 23AG04 産業部

活動組織
　・農業者
　・自治区
　・学校ＰＴＡ
　・地域住民等

地縁系組織 猿投山愛護会



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

住民説明
会

共催・協
賛

検討委員
会

委託

検討委員
会

委託

地区懇談
会

アンケー
ト調査

地区懇談
会

アンケー
ト調査

地区懇談
会

補助金・
負担金・

助成

アンケー
ト調査

地区懇談
会

補助金・
負担金・

助成

アンケー
ト調査

集落営農や農地の利用調整など農
業経営の合理化を推進し、農業の
振興と農地の保全を図るとともに
地域の活性化を推進する。

109

108 地域営農組織育成事業

・営農センター単位で地域課題に
対する取組体制を整備する。
・集落営農等を推進するためのパ
ンフレットの作成や集落営農等に
関する勉強会等を開催する。

新規

地縁系組織
集落ぐるみの話し合いによ
り、効果的な防除対策の実施
が可能となる。

地域ぐるみの鳥獣害対策
の推進

集落ぐるみでの鳥獣害対策を推進
し、対策の実施地域での被害をゼ
ロとする。

有害鳥獣対策連絡協議会において
策定したアクションプログラムの
行動計画に基づき、集落ぐるみに
よる防除柵設置など効果的な防除
方法を実施する。

新規

関係法人・団
体

ＪＡ

AG06 産業部 農政課

産業部 農政課AG06

集落ぐるみの話し合いによ
り、効果的な防除対策の実施
が可能となる。

関係法人・団
体

ＪＡ

ＪＡ営農センターが中心とな
り農業・農村振興上の地域課
題、取組方針を検討すること
が可能となる。

猟友会
農事組合
自治会等

農地整
備課

継続地籍調査事業

地籍の明確化により公共事業の円
滑化、災害時の迅速な復旧、土地
境界紛争の未然防止、課税の適正
化等を図る。

法務局にある公図、登記簿を基に
一筆地調査立会い、地籍測量を行
い、地籍図・地籍簿を作成し国の
認証を受け公図及び登記簿を修正
する。

106

販売及び加工等に利用可能な
農産物等に関する情報を共有
することで効果的な利活用が
可能となる。

流通・加工業
小売店業者等

販売及び加工等に利用可能な
農産物等に関する情報を共有
することで効果的な利活用が
可能となる。

関係法人・団
体

地元選出の委員（20名）によ
る事業の趣旨の普及、宣伝、
広報。一筆地調査立会いの補
助。境界紛争の調停。地籍調
査事業の円滑な推進ができ
る。

ＪＡ
学校給食協会

ＪＡ営農センターが中心とな
り農業・農村振興上の地域課
題、取組方針を検討すること
が可能となる。

民間企業

地縁系組織
農事組合
農事組合法人

地産地食推進事業
生産・流通コーディネート機能を
整備する

AG06 産業部 農政課 107

AG04 産業部

継続

地籍調査推進協力会
所管法人・団

体

学校給食での地場農産物の利用を
拡大、農産物直売所の販売促進、
小売店等によるインショップの推
進などの調整機能を担う。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

委託

住民説明
会

補助金・
負担金・

助成

検討委員
会

委託 その他

その他

その他

委託

ワーク
ショップ

ボラン
ティア

その他

116

112

111

とよた森林学校

市有林長期施業計画策定
事業

110

工事の施行承認を取り市から材料
を支給し、地元で施行する。

※事前に区長会等へ説明、自治区
に対し、原材料を支給。

自治区単位で道路の草刈、ごみ、
空き缶拾い、側溝の清掃を実施

※事前に区長会等へ説明、自治区
へは報償費で支払い。

産業部

AG07 産業部 森林課

AG07 産業部 森林課

AG07 森林課

AH09

市有林を計画的に管理するため
現地調査と森のカルテ作成（長期
計画）

継続
林業の主たる担い手であり、
専門知識と経験を有してい
る。

森林所有者の集まりであり、
事業を推進していく上での調
整役が期待される。

継続
森林林業関係のイベントを自
主的に開催しており、専門知
識と経験を有している。

所管法人・団
体

豊田森林組合

地域森づくり会議

林業を担う人材の育成
森林・林業の理解者の育成

人材育成コース　６コース
森の応援団コース　８コース

継続森づくり基本計画策定
森づくり条例、構想に基づき、100
年の森づくりの基盤を構築する。

基盤整備を進めるとともに間伐を
強力に推進し平成30年までに「健
全な人工林の割合」を50％に高め
る。

地縁系組織 自治区

AH09 建設部
道路維
持課

AH09 建設部
道路維
持課

113 地縁系組織 自治区

地縁系組織

特定非営利活
動法人

NPO法人　都市と農山村の交流ス
ローライフセンター

・住民で対応できることは、
住民の自主的な活動により、
早期の利便性や安全性の効果
を得ることが可能

継続

原材料支給事業（道路維
持）

道路等の安全な施設の確保と環境
整備を市と地域住民が共働で推進
する。

・道路の愛護精神の向上
・地元における視距不良箇所
の草刈など実態にあった作業
が可能

継続

道路愛護事業
道路の愛護精神の高揚を高めると
ともに交通の安全の確保及び地域
住民の連帯意識の向上を図る。

建設部
道路維
持課

114

継続道路緑化管理事業

道路緑化の維持管理を委託するこ
とで地域住民に潤いと安らぎを与
えるとともに交通の安全を確保す
る。

道路の維持管理(草刈、除草、清
掃、刈り込み、花の育成等)

※事前に区長会等へ説明。

115

・地域のきめ細やかな管理に
より、道路環境の保全と交通
の安全性の確保が可能
・業者に委託するより経費の
削減及び要望・苦情等を減ら
すことが可能

地域のボランティア団体
（水辺愛護会の予定）
水辺環境の持続的な保全

地縁系組織

地縁系組織 自治区

AH12 建設部 河川課 新規矢作川河畔林整備事業

矢作川中・上流域において、景観
に配慮した河畔林の整備を行う。
それにより、川を愛護する市民意
識の醸成と矢作川流域の持続的な
発展を支える豊かな自然の保全・
改善を図ると伴に、豊かな自然、
人、歴史を次世代に継承する。

整備箇所→当面５箇所
・自然環境調査
・ワークショップによる整備計
　画の作成
・河畔林整備工事
・地域住民との共働による管理



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ワーク
ショップ

ボラン
ティア

その他

ワーク
ショップ

実行委員
会

その他

その他 委託 その他

その他
ボラン
ティア

その他

審議会 その他

住民説明
会

補助金・
負担金・

助成

119
児ノ口公園公園の適正、かつ、良
好な維持管理を行う。

公園愛護事業
（愛護会）

公園の管理作業
（内容）草刈工、芝刈工、樹木剪
定工、薬剤散布工、清掃工、便所
清掃工、除草工

公園の管理作業
（内容）草刈工、清掃工、公園施
設等の点検及び危険箇所の報告、
保全に関する軽易な作業

継続

継続

市が団体登録した任意の団体が違
反広告物の簡易除却を行う。市は
活動に必要な支援を行うとともに
除却した広告物の処分を行う。

AH12 建設部 河川課
流域貯留施設整備事業
（八ツ谷池）

117

公園周辺の住民参加により公
園づくりを行うことにより愛
着が生まれ、整備後、愛護会
による日常管理に発展する。

境川流域総合治水対策に基づき、
農業用ため池を洪水調整池として
整備し、浸水被害の低減を図る。
また、地域の意見を取り入れた環
境整備を行い憩いの場の創設を行
う。

境川流域総合治水対策事業に基づ
き、農業用ため池を洪水調整池と
して整備する。
また、地域の要望等を考慮し環境
整備も合わせて行う。
貯留量Ｖ＝13,000㎥

自治区長、自治区役員、住民及び
各種団体の代表者による公園整備
の案を策定する。
＊委員　　２０～３０人
＊開催　　３～４回

地縁系組織
地域のボランティア団体
（ため池愛護会の予定）
水辺環境の持続的な保全

新規

地縁系組織

継続

AH13 建設部 公園課 継続
都市公園整備事業
（ワークショップ）

地域住民の意向を反映させた公園
整備計画の策定

118

AH13 建設部 公園課
都市公園維持管理委託
（児ノ口公園）

児ノ口公園管理協会
公園整備計画時点から関わり
のある地元団体による公園の
維持管理

○○○公園愛護会 公園愛護の意識高揚地縁系組織

地縁系組織

公園愛護精神の高揚と地域住民の
連帯意識の助長を促す。

120

違反広告物追放活動制度

地域の良好な景観を形成し安全な
まちにするため、屋外広告物法及
び豊田市屋外広告物条例の規定に
基づき道路上等に表示された違反
広告物を市民が身近な場所で除却
するための制度

AH13 建設部 公園課

121AJ01
都市整
備部

都市計
画課

自治区

・市民が活動することによ
り、生活道路周辺等にまで範
囲が拡大し、かつ迅速な除却
が可能となる。

自治区
・地区の持ち味を生かした住
民主体のまちづくりが可能と
なる。

地縁系組織

地縁系組織

AJ01
都市整
備部

都市計
画課

継続
まちづくり協議会支援制
度

より良い環境のまちにするため
に、地域の住民が主体となったま
ちづくり活動を支援する。

122

地域住民を対象に、まちづくり活
動の主体となる協議会を設立し、
まちづくりに関する調査・研究活
動を実施する。市は活動に対し支
援する。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ワーク
ショップ

補助金・
負担金・

助成

満足度調
査

アンケー
ト調査

実行委員
会

事業評価
会議

住民説明
会

ワーク
ショップ

満足度調
査

アンケー
ト調査

住民説明
会

その他
共催・協

賛
満足度調

査

ワーク
ショップ

共催・協
賛

満足度調
査

地域バス運行事業

125

継続

市民
・住民ニーズの把握
・利用意識の向上

地域における日常生活に必要な交
通サービスを継続的に提供し、安
全に安心して使える地域バス等を
確保する。

地域が主体となった、地域の実情
に応じた地域バス等の確保に向け
た活動への支援

AJ02
都市整
備部

交通政
策課

123

地縁系組織
○○○地域バス検討委員会
（運行開始後は○○○地域バス
運営協議会）

・地域の実情に応じた地域バ
ス等の運行内容（経路、本
数、バス停、ダイヤ、運行形
態等）の検討及び運行後の利
用促進活動
・自分たちの、地域の公共交
通という意識の醸成

・事業所が自主的に取り組む
ことにより継続的な事業の展
開が期待できる。
・社員への事業目的の浸透が
図られるとともに、自発的な
参加者の拡大が期待される。

AJ02
都市整
備部

交通政
策課

継続124 民間企業

インターネットによるＴＤＭ支援
システムを活用し、事業所が自発
的、継続的に取り組むことのでき
る体制を整備

チャレンジＥＣＯ通勤事
業

通勤におけるマイカーから公共交
通等利用への転換を図り、環境に
やさしく、渋滞の無いすみやすい
まちづくりを目指す取組み

AJ02
都市整
備部

交通政
策課

新規バス利用促進事業
公共交通に対する理解を深めると
ともに、ワークショップ等の活動
を通じて利用促進を図る。

モビリティマネジメントシステム
を導入し、地域・学校・子ども会
等と公共交通の利用促進のための
ワークショップを実施

市民

・活動を通じて、公共交通の
役割や使い方の理解を深め
る。
・利用者の視点からの利用促
進に関する意見



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ワーク
ショップ

市民モニ
ター

企画提案
共催・協

賛
市民モニ

ター

ワーク
ショップ

企画提案
共催・協

賛
市民モニ

ター

ワーク
ショップ

企画提案
共催・協

賛
市民モニ

ター

ワーク
ショップ

企画提案
共催・協

賛
市民モニ

ター

ワーク
ショップ

企画提案
共催・協

賛
市民モニ

ター

ワーク
ショップ

ワーク
ショップ

ボラン
ティア

満足度調
査

交通政
策課

126
エコドライブ普及促進事
業

交通分野における地球温暖化対策
（ＣＯ２削減）の一つとして、エ
コドライブへの理解の向上と実践
の普及を図る。

・環境問題を身近な問題とし
て捉えるとともに、一人ひと
りの行動が対策へつながるこ
とへの理解と実践

継続

特定非営利活
動法人

・各団体を通じた普及拡大及
び市民への普及拡大策に対す
る新たな提言と実践

・各団体を通じた普及拡大及
び市民への普及拡大策に対す
る新たな提言と実践

・各団体を通じた普及拡大及
び市民への普及拡大策に対す
る新たな提言と実践

・各団体を通じた普及拡大及
び市民への普及拡大策に対す
る新たな提言と実践

所管法人・団
体

エコドライブ教本の配布、体験試
乗会、インターネットを活用した
市民・企業向けエコドライブ宣
言、エコライフ倶楽部や環境教育
施設エコット等と連携した普及啓
発活動の実施

市民

継続 20AJ02
都市整
備部

交通政
策課

127

AJ02
都市整
備部

市民

その他の市民
活動団体

関係法人・団
体

ユニバーサルマップ作成
事業

中心市街地を対象に市民から見た
ユニバーサルマップ作成を通じて
市民リーダーの育成と市民参画手
法の検討を行う。

ワークショップによるユニバーサ
ルマップの作成

ワークショップを通じた市民
リーダー意識の向上

民間企業
とよたエコライフ倶楽部
トヨタ生活協同組合　等

・各団体を通じた普及拡大及
び市民への普及拡大策に対す
る新たな提言と実践



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ワーク
ショップ

満足度調
査

ワーク
ショップ

補助金・
負担金・

助成

満足度調
査

アンケー
ト調査

実行委員
会

ワーク
ショップ

補助金・
負担金・

助成

満足度調
査

アンケー
ト調査

実行委員
会

ワーク
ショップ

委託
事業評価

会議

住民説明
会

委託
満足度調

査

検討委員
会

委託
満足度調

査

地縁系組織

その他の市民
活動団体

豊田市駅前通り南地区市街地再
開発組合

AJ02
都市整
備部

交通政
策課

バスマップ作成事業128
・利用者の視点によるマップ
への意見
・多角的な視点からの意見

公共交通の利用促進

基幹バスや地域バスの路線ととも
に、市内の主要な公共施設や観光
施設等の情報を掲載したバスマッ
プの作成

継続 市民

AJ04
都市整
備部

都市再
開発課

継続
駅前通り南地区市街地再
開発

多機能複合型施設の導入による昼
夜間人口の拡大による中心市街地
の活性化と交通環境及び都市防災
機能の向上等による市街地の整備
改善をすること

駅前通り南地区における市街地再
開発事業の推進・支援

129

・開発地区内の地権者等で構
成される再開発組合で事業計
画が検討されることで地区内
に必要とされる導入施設や事
業区域等を策定でき、また、
早期の合意形成も可能

地縁系組織
豊田市駅前通り北街区まちづく
り協議会

・開発地区内の地権者で構成
される協議会で事業計画が検
討されることで地区内に必要
とされる導入施設や事業区域
等を策定でき、また、早期の
合意形成も可能

地縁系組織

AJ04
都市整
備部

都市再
開発課

継続
（仮）駅前通り北地区市
街地再開発

多機能複合型施設の導入による中
心市街地の活性化と交通環境及び
都市防災機能の向上等による市街
地の整備改善をすること

駅前通り北地区における市街地再
開発事業の推進・支援

130

131 公募による

概ね高校生から２０歳代まで
の青少年（実際に施設を利用
する年齢層の直接的な意見提
案を期待できる）

19 市民

次世代
育成課

継続132 子ども見守り隊業務
身近な地域で子どもの居場所づく
りを通じて、青少年の健全な育成
を育む

・子どもたちが安全に安心して遊
べる場所の提供
・子どもたちの遊びを見守る人材
ネットワークの確保

地域の中で、顔見知りの大人
たち。
子育て経験を持つ、保護者世
代から老人クラブの高齢者ま
での多世代交流

AK01
子ども

部
次世代
育成課

新規
青少年センター再整備構
想策定

豊田市青少年センターの再整備の
検討にあたり、施設の機能提案等
の意見を青少年から聴取し、その
意見を反映することを目的とする

豊田市青少年センターの再整備の
検討にあたり、公募による青少年
ユース委員を募集し、ワーク
ショップを実施する

AK01
子ども

部

AK02
子ども

部
子ども
家庭課

継続おめでとう訪問事業

育児不安の高い時期に子育て家庭
を訪問し、不安の軽減、育児の孤
立化防止を図り、地域の子育て互
助機能を再構築する。

生後1から3ヶ月児を養育している
家庭を母子保健推進員が訪問し、
情報誌を配布しながら地域の社会
資源を紹介したり、子育ての悩み
を聞く。

133

市が行う研修を経て母子保健
推進員として活動している。
子育て経験を活かし、母子保
健事業の協力や地域で育児の
相談や支援を気軽にきける存
在として活躍している。

老人クラブ
自治区　等

豊田市母子保健推進員の会

20



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

住民説明
会

ボラン
ティア

満足度調
査

住民説明
会

ボラン
ティア

満足度調
査

企画提案 その他
満足度調

査

審議会

その他 その他

補助金・
負担金・

助成

満足度調
査

地区懇談
会

検討委員
会

公立園の運営を社会福祉法人又は
学校法人へ移管する

継続

29 地縁系組織

すてきなパパ・ママ未来
体験学習

小中学生が、妊婦・乳幼児親子と
ふれあう体験や、妊娠出産に関す
る学習をすることで、将来自らが
親になった時の準備教育として実
施する。

継続

市民

地域の保護者・民生委員・母子
保健推進員ほか、当日ボラン
ティア
合計　172人／2名

1歳までの子どもを持つ親子は
中学生との交流を通して、親
としての自覚や自信が生ま
れ、中学生は生命の大切さや
家族愛を感じ取る等の相乗効
果がある。

その他の市民
活動団体

あいちＣＡＰ
ＣＡＰｱﾙﾌｧ
ﾁｬｲﾙﾄﾞｻﾎｰﾄ企画RECO

1歳までの子どもを持つ親子は
中学生との交流を通して、親
としての自覚や自信が生ま
れ、中学生は生命の大切さや
家族愛を感じ取る等の相乗効
果がある。

自治区
自治区長をはじめ自治区役員
や消防団ＯＢから積極的に入
団要請できる。

子どもの暴力防止のプログラ
ムの普及啓発のために養成さ
れたＣＡＰスペシャリストに
よる教育を展開できる。

所管法人・団
体

関係法人・団
体

137
消防団員のいない自治区内の消防
団員を確保し、地域防災体制の強
化を図る。

消防団員のいない自治区内で地区
懇談会等を開催し、団員の確保を
図る。

136

児童虐待防止教育【ＣＡ
Ｐﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】

児童虐待の予防・早期発見・迅速
な対応により児童の心身の健全育
成を図る。

教育を希望する園や学校に対し
て、県内の3団体に依頼し、ロール
プレイを取り入れた参加型学習の
形で、子どもへの暴力防止・人権
教育プログラムを行う。

135

（消）
庶務課

市民 民間移管実施園保護者
市職員による訪問指導のほか
移管園の保育について直接意
見を聞く

豊田市幼稚園・保育園保護者の
会（代表）

保護者の立場から移管法人の
選考を行う

移管法人
　・社会福祉法人
　・学校法人

Ｄ：保育所又は幼稚園の運営
実績があり、多様な保育ニー
ズに対応できるとともに、良
質な保育を提供できる
Ｃ：県が実施する第三者評価
制度に基づき、提供される保
育の質について評価を行う

AK02

BA01
消防本

部
消防団員確保事業

市立保育園・幼稚園民間
移管事業

子ども
部

子ども
家庭課

AK03
子ども

部
保育課

新規

民間活力を導入し、多様化する保
育ニーズに対応する

地縁系組織
自治区
老人クラブ
ＰＴＡ　等

AK02
子ども

部
子ども
家庭課

134

中学校の授業において、妊婦疑似
体験・赤ちゃん抱っこ体験・パパ
ママから育児体験談を聞き交流を
図る。実施に当たっては、地区の
ボランティア・諸団体と交流を
持って行う。

新規



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

企画提案
ボラン
ティア

検討委員
会

検討委員
会

共催・協
賛

満足度調
査

検討委員
会

共催・協
賛

満足度調
査

検討委員
会

共催・協
賛

満足度調
査

ボラン
ティア

検討委員
会

ボラン
ティア

満足度調
査

検討委員
会

委託
満足度調

査

その他

消防フェスタ
市民が消防を理解し、防災意識を
高める。

BA03
消防本

部
予防課 139

火災予防の重要性と防災意識を楽
しみながら高めることのできるイ
ベントを開催する。

継続

BA05
消防本

部
警防救
急課

市民を対象に講習会で指導できる
人や事業所等で心肺蘇生法の普及
できる人を育成する。

継続

市民

意欲のある市民や有資格者に
よる積極的な普及と技術の向
上

近隣自治区関係者
学校職員（先生）
避難場所担当市職員

災害時には、避難場所で応急
給水活動の連携が図れる。

地域に密着している
専門性がある。

地域防災、自衛消防組織及び
家庭防火の担い手として、広
く消防についてＰＲできる。

救命講習会
心肺蘇生法を市民に普及し、救命
率の向上を図る。

138
事業所による災害時の支
援協力

災害発生時に、事業所と住民が協
力して、人命救助や被害を最小限
にくい止める。

協力事業所を選定し、災害活動の
技術指導を行う。

BA01
消防本

部
（消）
庶務課

地縁系組織
消防団
婦人消防クラブ

新規 民間企業

142

140予防課

CA01
上下水
道局

水道総
務課

141

地域防災、自衛消防組織及び
家庭防火の担い手として、広
く消防についてＰＲできる。

地縁系組織
消防団
婦人消防クラブ

BA03
消防本

部
新規

住宅用火災警報器設置支
援

住宅火災発生時に逃げ遅れで亡く
なる後期高齢者の低減を図る。

後期高齢者世帯の住宅に市が住宅
用火災警報器を購入し、取付けを
行う。

継続
水道災害対策（応急給
水）訓練

災害時の飲料水確保のため、応急
給水施設を利用し職員の操作方
法・手順の確認と近隣自治区との
連携により、迅速な応急給水活動
の実践力向上を身につけること。

避難場所である学校敷地内等に設
置した県水応急給水支援設備を利
用して応急給水訓練を実施。

意欲のある市民や有資格者に
よる積極的な普及と技術の向
上

市民

地域に精通している。

関係法人・団
体

防火危険物安全協会

19

事業所内の有資格者
公募による一般市民　等

民間企業 有資格者所属事業所



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

その他

その他

住民説明
会

補助金・
負担金・

助成

住民説明
会

補助金・
負担金・

助成

検討委員
会

実行委員
会

その他

住民説明
会

検討委員
会

実行委員
会

その他

住民説明
会

CA06
上下水
道局

下水道
管理課

CA01

地縁系組織

関係法人・団
体

145

144

143
水道事業の広報活動を理解しても
らう。

親子水道写生大会に連携協力して
もらい、独自にゲームを実施。

水道週間行事「親子水道
写生大会」

継続

34

上下水
道局

水道総
務課

豊田市管工事業協同組合　青年
部

水道事業についての理解があ
る。

CA01
上下水
道局

水道総
務課

継続
水道週間行事「水道フェ
スタ２００７」

水道事業の広報活動を理解しても
らう。

「水道フェスタ」に連携協力して
もらい、独自にゲームを実施。

水道事業についての理解があ
る。

継続浄化槽維持管理促進事業
公共用水域の水質を守るため、浄
化槽の適正な維持管理が行われる
ようにすること。

浄化槽の法定検査、保守点検、清
掃が適切に行われるうよう、自治
区等が主体となって啓発活動を実
施。

地縁系組織 自治区

自治区等に啓発活動の主体と
なってもらうことで、当該自
治区の住民に対して浄化槽の
適正管理に関する認識を深め
てもらいやすくなる。

関係法人・団
体

CA06
上下水
道局

下水道
管理課

継続合併処理浄化槽整備事業
合併処理浄化槽の設置促進によ
り、生活雑排水による公共用水域
の水質汚濁防止を図ること。

自治区等を単位として計画的に合
併処理浄化槽を整備する「集落促
進事業（＝個人設置よりも補助金
額が高い）」ことを促すための補
助金。合併処理浄化槽の設置及
び、水道水源保全基金を活用した
水源地区における合併処理浄化槽
への転換を促進。

146 自治区
自治区等に説明会の周知をし
てもらうことで、説明会への
参加人数が増える。

CA07
上下水
道局

下水道
建設課

新規

市街化調整区域の下水道
整備事業
（第二次下水道整備実施
計画）

市街化調整区域の下水道整備を推
進し、水環境を保全すること。

市街化調整区域に下水道を整備
し、整備後の接続を促進。

147 地縁系組織 自治区の代表者等による委員会

自治区の代表者等による委員
会を立ち上げ、区民の接続に
関する同意書を取りまとめて
もらうことで、下水道接続率
の向上につながる。また、下
水道に関する地域の一体感が
醸成されることから、水環境
の改善を早期に達成できる。

CA07
上下水
道局

下水道
建設課

新規
足助地区特定環境保全公
共下水道事業

足助地区の下水道整備を推進し、
水環境を保全すること。

足助地区に下水道を整備し、整備
後の接続を促進。

148 地縁系組織 自治区の代表者等による委員会

自治区の代表者等による委員
会を立ち上げ、下水道に関す
る認識を深めてもらうこと
で、接続率の向上につなが
る。また、下水道に関する地
域の一体感が醸成されること
から、水環境の改善を早期に
達成できる。

豊田市管工事業協同組合　青年
部

24



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

地区懇談
会

事業評価
会議

ボラン
ティア

アンケー
ト調査

ボラン
ティア

その他

アンケー
ト調査

ボラン
ティア

その他

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

事業評価
会議

企画提案 その他 その他

指定管理

DA02
教育委
員会

学校教
育課

校長の推薦による

地域住民（会社員、自営業
者、農業者、学生、主婦、区
長、民生児童委員、保護司、
ＰＴＡ役員、子ども会役員、
学校関係者　等）の意見を学
校経営に活かし、地域に開か
れた特色ある学校づくりを推
進できる。

・教育に関する理解・識見を有す
る者のうちから、校長の推薦によ
り教育委員会がアドバイザーを委
嘱する（１９年度は全小中養護学
校で実施。１校あたり平均７
名）。
・アドバイザーは校長の求めに応
じて、学校運営に関して意見を述
べる。

市民

文化施設管理事業（３施
設）

DA02
教育委
員会

学校教
育課

継続149
学校アドバイザー設置に
よる「開かれた学校づく
り」推進事業

校長が必要に応じて地域の人々か
ら学校運営に関する意見を聞いた
り、学校の状況説明をするなど地
域に開かれた学校づくりを推進す
る。

学校、地元自治区（区長）、交通
安全推進協議会で通学路の整備要
望箇所を検討し、教育委員会（学
校教育課）へ整備要望書を提出す
る。

継続

152 地産地食推進事業

所管法人・団
体

地域教育懇談会
（学校ごとに設置）

文化施設の適正管理153

地域住民（会社員、自営業
者、農業者、学生、主婦、区
長、民生児童委員、保護司、
ＰＴＡ役員、子ども会役員、
学校関係者　等）の意見を学
校経営に活かし、地域に開か
れた特色ある学校づくりを推
進できる。

継続

地場農産物を給食に使用すること
により、地域農業への関心を高め
食の大切さ、作る人への感謝の気
持ちを育む

150 地域で守る通学路づくり
児童・生徒の通学路上の安全を確
保し、事故防止に努める。

高齢者による安心・安全な給
食材料の提供と子どもたちの
農業体験の支援

その他の市民
活動団体

竹下野菜塾

地元自治区（区長）

所管法人・団
体

市民

補導員
　・地区補導員１１５名
　（コミュニティ会議推薦）
　・教員補導員１１８名
　（生徒指導主事・主任）
　・公募補導員１４名等

DA03
教育委
員会

保健給
食課

DA05
教育委
員会

文化振
興課

DA02020 青少年の非行化防止
青少年の非行化防止を目的とす
る。

学校、地域、関係機関と連携しな
がら、街頭補導活動、環境浄化活
動、啓発活動を行う。

教育委
員会

青少年
相談セ
ンター

151

・地場農産物を給食の食材として
使用する
・食材の使用にあわせ、生産者を
給食に招待し、野菜作りの話を聞
きながら会食する。
・収穫作業の体験

継続

住民サービスの向上、コスト
削減

視聴覚ライブラリー、市民文化会
館、コンサートホール・能楽堂の
施設管理

継続
所管法人・団

体
（財）豊田市文化振興財団

地縁系組織

・地域で通学路上の危険箇所
を積極的に取り上げ、優先性
を高めて整備の検討・実施が
できる。
・地域で子どもたちの安全を
守ろうという意識の向上を図
ることができる。

交通安全推進協議会

・地域で通学路上の危険箇所
を積極的に取り上げ、優先性
を高めて整備の検討・実施が
できる。
・地域で子どもたちの安全を
守ろうという意識の向上を図
ることができる。

関係機関と連携し、被害の状
況把握・未然防止に努めてい
る。



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

ワーク
ショップ

パブリッ
クコメン

ト

実行委員
会

補助金・
負担金・

助成

委託

委託

154

時代に即した視点で豊田の生活・
文化をとらえ、豊田の文化をとよ
たのまちびとと考え、行動し、と
もに豊かさ・楽しさを共有する機
会を創出する

地元の歴史財産を自分たちで
維持管理していくことによ
り、地元住民の間に文化財保
護意識をはぐくむことができ
る。

知識･経験を活かして事業を進
めることができる。

156

155

DA05
教育委
員会

DA09
教育委
員会

文化財
課

DA09
教育委
員会

文化財
課

文化振
興課

市民の発想による文化事業の
企画・運営を実施することに
より、行政主導型でなく新し
い視点での文化事業の展開

DA05
教育委
員会

文化振
興課

23 市民 公募による
市民ニーズの把握と市民意見
の反映

文化フォーラム開催事業

各棒の手保存会の代表者から
なる委員会を立ち上げること
で、市内23団体の棒の手保存
会を巻き込み、参加者の輪を
広げることができる。
知識・経験を活かして、事業
を進めることができる。

159

多様な市民活動、文化創造の場、
交流の拠点として、複合的な施設
整備を行う

Ｈ１９　基本構想、基本計画策定
Ｈ２０　基本設計
Ｈ２１　実施設計
Ｈ２２　整備工事
Ｈ２３　整備工事
Ｈ２４　供用開始

豊田の棒の手県指定50周
年記念事業

県の民俗文化財に指定された50年
目を迎えたことを記念する事業。
各地区保存会の交流を図ることに
より、豊田市を代表する伝統芸能
である棒の手の保存･継承を目指
す。

猿投神社への大規模な献馬と演技
大会の実施。
50周年記念誌の刊行。

（仮）市民交流・文化創
造センター整備事業

158

157 農村歌舞伎合同公演

豊田市を代表する伝統芸能である
歌舞伎の保存会の合同公演を行う
ことにより、保存･継承と活動の充
実を図り、あわせて市指定文化財
である岩倉神社農村舞台の活用を
図る。

４つの保存会による合同公演の実
施

継続

新規

とよたまちびと講、文化塾の開催

継続 19
所管法人・団

体
豊田の棒の手県指定50周年記念
事業実行委員会

地縁系組織

大内自治区
寺部豊寿会
山中自治区
親王町老人クラブ

新規

継続
指定史跡･天然記念物の維持管理を
行い、訪れる人が快適に見学でき
るようにする。

草刈り
ゴミ拾い
見学者対応

史跡･天然記念物管理
（4箇所）

DA09
教育委
員会

文化財
課

DA09
教育委
員会

文化財
課

継続
松平郷館を訪れる人が快適に見学
できるように、施設の維持管理を
行う。

清掃
受付
見学者対応

松平郷館管理運営 地縁系組織

地元の歴史財産を自分たちで
維持管理していくことによ
り、地元住民の間に文化財保
護意識をはぐくむことができ
る。

豊田市農村歌舞伎連絡協議会

松平郷ふるさとづくり委員会

19
その他の市民

活動団体

その他の市民
活動団体

豊田文化フォーラム



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

実行委員
会

事業評価
会議

共催・協
賛

事業評価
会議

補助金・
負担金・

助成

事業評価
会議

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

検討委員
会

補助金・
負担金・

助成

実行委員
会

補助金・
負担金・

助成

DA06
教育委
員会

162
スポー
ツ課

補助金交付、活動のための拠点施
設の整備、クラブマネージャー研
修会の実施

継続

DA06
教育委
員会

スポー
ツ課

身近な生活圏である中学校区おい
て、学校体育施設や公共スポーツ
施設を拠点としながら、地域住民
の誰もが参加できスポーツに親し
める地区総合型スポーツクラブが
定着するよう育成支援する。

平戸橋さくら祭り
さくらの景勝地勘八峡において文
化芸能ほか各種イベントを催し、
市民に憩いと楽しさを提供する。

・ポスター掲示、チラシ配布
・式典、各種文化展示会
・野外演奏会、写生大会
・食品バザー、茶会
・体験講座、自然観察会ほか

継続

地縁系組織
・猿投台地区コミュニティ会議
・前田公園愛護会
・豊田市民芸館友の会ほか

この地域で文化活動を展開す
る諸団体と共働することに
よって、より多彩なプログラ
ムが広がり、盛大かつ楽しい
さくら祭りを催すことができ
る。

この地域で文化活動を展開す
る諸団体と共働することに
よって、より多彩なプログラ
ムが広がり、盛大かつ楽しい
さくら祭りを催すことができ
る。

その他の市民
活動団体

豊田市民芸館友の会

地区総合型スポーツクラ
ブ育成支援事業(1地区）

161

地区総合型スポーツクラ
ブ育成支援事業(14地区）

DA09
教育委
員会

文化財
課

160

DA09
教育委
員会

文化財
課

継続民俗芸能祭・月見の会

・市内の伝統芸能の発表の場を設
け伝統芸能の普及・保存・啓発に
寄与する。
・自然と四季を感じながら、日本
伝統文化を楽しむ。

（民俗芸能祭）
・豊田市民俗芸能保存発表会
（月見の会）
・野外演奏会
（共　通）
・各種展示会
・講座作品、食品バザー
・講座体験コーナーほか

ふれあいウォークin豊田 ウォーキング大会の実施

誰もが気軽に参加できるウォーキ
ングを通して健康に対する意識を
高め、一緒に歩くことによる市民
同士の交流、ふれあいを図る。

163 継続

NPO法人美里スポーツクラブ

地区コミュニティ会議、自治
区役員、体育指導委員等地域
の代表者が設立に向けて何回
もの会合を経て意見を集約す
ることにより、地域のスポー
ツクラブという意識が醸成で
きる。また、地域の特色を活
かしたメニューの設定や、世
代を超えた地域住民の交流の
場所となり、街づくりの拠点
施設としての機能を持つこと
も可能。

各団体、関係者を巻き込むこ
とで参加の輪が広がる。
団体の長所・特性を活かすこ
とで、多様なプログラムを実
施できる。

特定非営利活
動法人

豊田ライオンズクラブ
トヨタユニオンボランティア
豊田市レクリェーション指導者
クラブ
豊田市体育指導員協議会
豊田市ウォーキング協会

関係法人・団
体

地縁系組織 地区総合型スポーツクラブ

・日本伝統文化への関心も高
く、文化イベントに対する積
極的な参画が得られる。
・ボランティア活動により多
彩かつ情緒ある月見の会が行
われる。

所管法人・団
体

平戸橋さくら祭り実行委員会
（事務局）
・豊田市民芸館
・平戸橋いこいの家
・豊田市生涯学習センター猿投
台交流館



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

指定管理

指定管理

指定管理

委託

委託

実行委員
会

ボラン
ティア

スポーツ施設維持管理事
業

DA06
教育委
員会

スポー
ツ課

地域施設としての意識を高
め、地域の特性を活かした運
営が期待できる。

体育館、野球場、テニスコート、
マレットゴルフ場等スポーツ施設
を始めとする施設運営管理

165

市民の健康づくりやスポーツ活動
の拠点施設として施設を適正に管
理し効果的な管理運営と有効活用
を図る。

164

とよた絵本コンクール

体育館、野球場、テニスコート、
マレットゴルフ場等スポーツ施設
を始めとする施設運営管理

地域施設としての意識を高
め、地域の特性を活かした運
営が期待できる。

地縁系組織

かみごうスポーツクラブ
石野コミュニティ会議
いさとスポーツクラブ(19年度
～)

地域施設としての意識を高
め、地域の特性を活かした運
営が期待できる。

豊田市体育協会
豊田市文化振興財団
㈱豊田スタジアム

所管法人・団
体

豊田市体育協会
豊田市ボート協会

関係諸団体との円滑な連携調
整が可能。

地縁系組織

大内自治区
河合池運動広場管理委員会
四郷マレットゴルフ場管理委員
会
保見マレットゴルフ場管理委員
会
いさとスポーツクラブ(19年度
～)

継続

絵本作り・読み聞かせ・子ど
も図書室に関わる方の集まり
で、各々のグループ関係者を
巻き込みＰＲすることで、応
募者の増加につながる。

所管法人・団
体

とよた絵本コンクール実行委員
会

DA07

2005年に開催された「愛・地球
博」のテーマ『自然の叡智』の理
念を継承し、心のこもった夢あふ
れる絵本を通じて、次世代を担う
子どもたちに、２１世紀に生きる
ためのメッセージを残していくこ
とを目的とする。

絵本コンクールを開催
作品募集（手作り絵本の部・創作絵本の
部）
学識経験者による審査会
市民公募委員による審査会
表彰式＆アトラクション
全作品の展示
創作絵本の部の最優秀作品を絵本として製
本し、作者及び関係機関に配布

録音図書・点字図書の製
作

視覚障がい者など、活字による読
書が困難な方の「図書権」を補償
するため、録音（テープ・Ｃ
Ｄ）・点字による図書を提供する
こと。

録音図書（テープ・ＣＤ）の音訳
製作。
ＣＤの編集。
対面朗読サービスの実施。
点字図書の製作。点字データの製
作。
おたよりの点字製作。

DA07
教育委
員会

図書館 166 市民 公募による

録音図書や点字図書の製作に
は、長期の技術習得期間と高
度な専門的技術が必要であ
り、利用者からの要望、より
質の高い資料の提供ためには
協力が必要不可欠である。

継続

体育館、野球場、テニスコート、
マレットゴルフ場等スポーツ施設
を始めとする施設運営管理、清
掃・除草・貸出管理業務

継続

体育館、野球場、テニスコート、
マレットゴルフ場等スポーツ施設
を始めとする施設運営管理、清
掃・除草・貸出管理業務

継続

継続

新規

体育館、野球場、テニスコート、
マレットゴルフ場等スポーツ施設
を始めとする施設運営管理

教育委
員会

図書館

所管法人・団
体

地域施設としての意識を高
め、地域の特性を活かした運
営が期待できる。

新規
特定非営利活

動法人
美里スポーツクラブ



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業名部局名

事業期間

事業概要事業目的
所属
コード

所属名 NO

ボラン
ティア

ボラン
ティア

ボラン
ティア

DA07

169

DA07
教育委
員会

図書館

継続定期開催のおはなし会

読書の楽しさを伝え、読書習慣の
形成を図ること。
①あかちゃんと保護者向け
②ひとりでは、字を読むことので
きない幼児向け
③子ども全般

①ちいさい子のおはなし会
　毎週木曜午前１１時～
②おはなし会
　毎週土曜・日曜午後２時半～
　夏休み・春休み中は、毎日
③本を楽しむ会
　毎週日曜午後３時～
※児童コーナーおはなし室で開催

168

167

継続
夏・冬休みにおけるおは
なし会（年４回）

読み聞かせの楽しさを、親子に伝
える機会を作り、家庭における読
み聞かせ習慣の定着を図る。

夏休みおはなしフェスティバル
（夏休み中に２回）
クリスマスおはなし会（冬休み中
に１回）
お正月おはなし会（冬休み中に１
回）

DA08
教育委
員会

美術館

豊田お話グループ連絡会および
読み聞かせグループ

子ども読書活動実績が１０年
以上あり、平成１６年度には
文部科学大臣表彰を受賞。

その他の市民
活動団体

豊田お話グループ連絡会および
読み聞かせグループ

子ども読書活動実績が１０年
以上あり、平成１６年度には
文部科学大臣表彰を受賞。

公募による
利用者に近い目線で対話する
ことにより市民の美術へ感心
を高めることができる。

市民

その他の市民
活動団体

継続
作品ガイドボランティア
（美術館）

美術館の教育・普及活動を支援、
活性化していくため、来館者と対
話をしながら展示室を巡り、作品
への理解を深める手助けをする。

ギャラリー・ツアーの開催（木曜
日を除く毎日）。
ガイドを希望する団体の対応。
美術館学習のための事前出張事
業。

教育委
員会

図書館



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

ワーク
ショップ

検討委員
会

ワーク
ショップ

検討委員
会

住民説明
会

企画提案

ワーク
ショップ

企画提案

ヒアリン
グ調査

企画提案

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業目的

事業期間

事業概要

AD06 社会部

Ⅱ　政策等の形成過程・評価段階における取り組み　（２１事業）

　・（直接的な）実施段階を持たない事業（例：計画策定　など）においては、形成過程・評価段階で、市民参画の手法を取り入れることにより、市民ニーズを的確に捉えた政策になるよう、努めています。

所属
コード

所属名 NO 事業名部局名

旭支所 各階層からの意見の集約

ワークショップ参加市民
　・旅館
　・建設業
　・商工会
　・地元有識者（自立のための
道具の会本部長）
　・星の専門家
　・昆虫の専門家

新規 市民旭高原再生計画作成事業
旭高原各施設の老朽化に伴う施設
整備及び旭地区の観光のキース
テーションづくり

明確なコンセプトを持つ旭高原の
整備計画の作成

1

整備検討委員会を設置し、現地調
査等を実施。樹木調査診断結果も
参考にしながら整備計画を策定す
る

24継続AD07 社会部 2足助支所
飯盛山整備検討会議
　・学識経験者
　・地元関係者

地縁系組織小原支所
小原の安心・安全・快適
プラン
3

所管法人・団
体

飯盛山整備計画策定事業
100年後もモミジの美しい「香嵐
渓」があり続けるため、中核を担
う飯盛山の整備計画を策定する

自治区
新市体制の中で住民の自立意
識の醸成及び住民の結びつき
の維持・強化

「共働によるまちづくり」を住民
主体で実施するための意識付けを
行う。

小原地区12自治区がそれぞれに
ワークショップを行い、安心、安
全、快適というキーワードで地域
の点検を行い、旧小原4小学校単位
で「安心・安全・快適プラン」を
作成。住民が自ら実施できること
（すべきこと）は自治区で行い、
行政がすべきことについては、支
所が窓口になり関係課に情報を繋
ぎ、共働する部分はお互いに実践
する。

新規

新規

地縁系組織

AD09 社会部

下山支所

農山村の地域性を活かした様々な
観光交流の機会を提供して魅力あ
る地域づくりを推進し、「立ち寄
り型から滞在型」の観光地を目指
すための方策を明らかにする。

地域の方向性や地域の想いを把握
し活かすため、関係団体からのメ
ンバーによるワークショップに
よって意見集約を行い、下山地域
の観光整備プラン（案）として取
りまとめるとともに、地域会議・
まちづくり推進協議会等からも意
見聴取する。

5
香恋の里しもやま観光整
備計画の策定

AD12 社会部

社会部

新規下山支所
下山地域まちづくり構想
の策定
4

豊田・岡崎地区研究開発施設事業
計画が下山地域に及ぼす効果・影
響を様々な角度から検証し、これ
を活かした各分野のまちづくり方
策及び下山地区の将来像を明らか
にする。

地域住民の意向を踏まえた、地域
活性化の方向性や重点的なプロ
ジェクト案に関する主体的な協議
を行い、それに基づき、地域住
民・行政双方により「下山地域ま
ちづくり構想（案）」として取り
まとめる。

AD12

・地域住民の代表をメンバー
とし、各団体・関係者を巻き
込むことで、地域づくりへの
輪が広がる。
・地域住民の意向を踏まえ
て、住民が主体的に取りまと
めていくことで、自分達のま
ちづくりは自分達の手で進め
ていこうとの意識を醸成でき

・計画段階から関係団体の意
見集約を行い、地域づくりの
計画に主体性を持って関わっ
てもらうことにより、地域の
将来的な発展を見据えて、積
極的に関わり携わっていこう
との意識を醸成できる。

・商工会
・観光協会
・農協
・森林組合　等

関係法人・団
体

地縁系組織
下山地域まちづくり推進協議会
　・地域住民の代表

・計画段階から関係団体の意
見集約を行い、地域づくりの
計画に主体性を持って関わっ
てもらうことにより、地域の
将来的な発展を見据えて、積
極的に関わり携わっていこう
との意識を醸成できる。

・地域会議
・まちづくり推進協議会　等



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業目的

事業期間

事業概要
所属
コード

所属名 NO 事業名部局名

ワーク
ショップ

審議会

検討委員
会

審議会

審議会

アンケー
ト調査

重点プロジェクト実施計画検討
会

藤岡観光協会を事務局とし
て、地域活動団体、商工会を
巻き込み、支所とコンサルタ
ント業者で情報提供を行い意
見のとりまとめを行う。関係
住民と検討することで、地域
の活動状況を更に発展させた
計画策定が出来る。

AD15 社会部 藤岡支所 新規
藤岡観光交流重点プロ
ジェクト実施計画策定事
業

藤岡地区のまちづくりを観光面か
ら捉えた計画策定を行う。

豊田市観光交流基本計画に基づ
き、藤岡地区として、花回廊ルー
ト、緑化センター・昭和の森の集
客力を活用した地域観光計画を地
域住民とワークショップ等を開催
し策定する。

6

11

男女共同参画推進（ク
ローバープラン推進）に
関する懇談提言

クローバープラン推進のために、
意見提言をいただき効果的な事業
推進を目的とする。

年4回開催
所管法人・団
体

男女共同参画推進懇話会
　・学識経験者
　・女性団体
　・まちづくり関係団体
　・企業関係者
　・教育関係者
　・公募委員

幅広い層からなる委員からの
意見によりプラン推進を効果
的に進めることができる

AD17030 社会部
男女共同
参画セン
ター

10 継続

AD17031 社会部
男女共同
参画セン
ター

ＤＶに関する意識調査
配偶者からの暴力の意識と実態を
把握し今後取組むべき支援策の検
討を実施することを目的とする

調査対象：市内在住20歳以上の男
女各1,500人
調査方法：郵送自己記入式
調査期間：19年8月

新規 無作為抽出による19 市民

・委員は16名、任期は2年
・委員会は年4回程度開催
・生涯学習の課題等についての審
議、提案

7

19
所管法人・団
体

所管法人・団
体

生涯学習審議会
※社会教育委員
　・学識経験者
　・地縁系組織
　・市民活動団体
　・所管団体
　・市民

・委員それぞれの立場、視点
からの意見、提案
・地域･所属団体等の状況につ
いての情報提供

AD17 社会部
生涯学習
課

継続
生涯学習に関する各種審
議

市民一人ひとりが、地域におい
て、生涯にわたっていつでも事由
に学び、学んだことを地域や社会
に生かし、豊かな市民生活を築く
ことができる社会の構築を目指
す。

AD17 社会部
生涯学習
課

市民等に開かれた交流館運営、地
域の実情に応じた特色ある交流館
運営のため。

交流館運営に関する各種
審議

・それぞれの立場、視点から
の交流館運営への意見、提案
・地域･所属団体等の状況につ
いての情報提供
・交流館講座、事業への協力

8

交流館ごとに運営委員会を設置
・委員は10名程度、任期は1年
・委員会は年4回程度開催
・講座、事業等交流館の管理運営
全般に関して協議

継続
所管法人・団
体

交流館運営委員会
　・地縁系組織
　・社会教育関係団体
　・市民活動団体
　・交流館利用者
　・学校、幼保
　・学識経験者
　・民間企業

継続
生きがいづくり推進に関
する各種審議
9

市民公募の委員、各種団体の
代表者等で構成されており、
様々な角度から、意見交換・
審議が出来る。

高年齢者の社会参加・生きがい活
動等への支援施策の展開を図るた
め、生きがいづくり行動推進プラ
ンの進捗管理等についての審議・
意見交換を行う。

開催回数　全体会4回
　　　　　小委員会2回程度
構成員　　市民公募3名
　　　　　学識経験者１名
　　　　　団体代表10名

所管法人・団
体

生きがいづくり推進会議
　・学識経験者
　・関係法人
　・団体代表者
　・市民

AD17 社会部
生涯学習
課



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業目的

事業期間

事業概要
所属
コード

所属名 NO 事業名部局名

アンケー
ト調査

審議会

審議会

審議会

パブリッ
クコメン
ト

審議会

所管法人・団
体
下水道事業審議会

学識経験者には、専門的立場
からの意見。
その他の委員については、市
民感覚での意見。

市民 公募による 幅広く意見がもらえる。CA03
上下水
道局
水道整備
課

新規

CA06
上下水
道局
下水道管
理課

継続
下水道に関する必要な調
査・審議事業

下水道使用料の料金体系の変更を
始めとして、下水道事業を進めて
いく上での重要な意思決定に際
し、学識経験者及び市民の意見を
参考にすること。

年に１～５回程度開催し、事務局
で用意した案件について調査や審
議を実施。

市民と水道事業者が水道の課題や
施策の進捗状況を共有できるよ
う、４年毎に８つの施策目標値を
設定して事業の評価を行う。

15CA01
上下水
道局
水道総務
課

17

16
「豊田市水道ビジョン」
の策定

水道経営の質の向上に努め、市民
の皆さんの声に応えられるより良
い水道サービスを提供する。

所管法人・団
体

水道事業審議会
　・公共的団体の代表者
　・学識経験者
　・住民

会議において、水道使用者の
立場での意見がもらえる。

水道事業に関する必要な
調査及び審議

水道料金等使用者に直接関わる料
金・制度改正に関する審議・諮
問・答申及び水道事業全般に関す
る意見を頂く。

年に１～５回程度開催し、事務局
で用意した案件について調査や審
議を実施。

継続

調査対象：市内小・中・高生各
1,000人
調査方法：各学校を通して調査票
を配布、配布後その場で記入、回
収
調査期間：19年9月

新規 19 無作為抽出による市民

（男女共同参画推進に関
する）事業主担当者との
連絡調整・意見交換

男女共同参画推進のため、事業主
との情報交換、連絡調整を行い、
支援策を検討することを目的とす
る

継続

子どもの男女共同参画に
関する意識調査

子どもの男女共同参画意識を把握
し学校における男女共同参画教育
の施策を検討することを目的とす
る

12

13

AD17030 社会部
男女共同
参画セン
ター

事業主担当者会議
　・民間企業の担当者

男女共同参画推進のための支
援策検討を民間企業の事業主
からの意見により効果的に進
めることができる

AD17030 社会部
男女共同
参画セン
ター

豊田市の男女共同参画社会作り推
進への意見・提言

年2回開催 継続

所管法人・団
体

AD17030 社会部
男女共同
参画セン
ター

男女共同参画推進に関す
る懇談提言
14

豊田市各種女性団体懇談会
　・各種女性団体

市内で活動している女性団体
の意見により男女共同参画推
進効果的に進めることができ
る。

所管法人・団
体



新規
継続
終了
年度
共働相手の種
別

団体・法人名
（共働相手が団体・法人の場

合）
P D C

共働相手 共働の段階と手法

共働相手の特長・持ち味
（相手に期待する効果･役割）

事業目的

事業期間

事業概要
所属
コード

所属名 NO 事業名部局名

地区懇談
会

事業評価
会議

検討委員
会

ワーク
ショップ

パブリッ
クコメン
ト

市民モニ
ター

審議会
事業評価
会議

所管法人・団
体
地域教育懇談会
（学校ごとに設置）

地域住民（市議会議員、区
長、民生児童委員、保護司、
ＰＴＡ役員、子ども会役員、
学校・幼保関係者　等）で連
携して、地域全体で地域に応
じた教育問題に取り組むこと
ができる。

DA02
教育委
員会
学校教育
課
18 継続
地域社会における教育に
関する各種審議

各中学校区に地域懇談会を組織
し、地域の人々の意見を反映しつ
つ、地域の機関、団体、学校等が
連携して、地域社会における教育
の充実を図る。

市内全２６地区に地域教育懇談会
を設置し、地域社会における教育
問題（防犯、安全、健全育成
等）、学校の運営等について情報
交換・協議を行う。

DA08
教育委
員会

美術館 継続
美術館の運営に関する各
種協議

より多くの感動を与え親しまれる
美術館運営を目指し、展覧会の開
催、美術文化の普及、来館者サー
ビスの現状と課題について協議す
る。

平成18年度は3回の会議と1回の視
察を実施。

21

市民 公募による

美術の専門家ではない一般市
民の意見を把握することによ
り、より親しみやすい美術館
に近づけていくことができ
る。

美術館運営協議会

公募市民、地元市民、学校関
係者などで構成され、いろい
ろな角度から美術館運営を考
え、様々な課題について協議
することができる。

所管法人・団
体

計画策定に際し、広い視野で
の市民意見の反映と市民ニー
ズの把握

DA08
教育委
員会

美術館 継続美術館モニター

美術館を市民に親しまれ利用しや
すい施設とするため、運営や管理
ついて広く市民の意見を把握す
る。

平成18年度は4回の意見交換会とア
ンケートを実施。
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DA05
教育委
員会

文化振興
課

新規19 文化振興計画策定事業
豊田市の文化振興の進むべき基本
的な理念や基本方針を策定する

計画期間をＨ２０年度～Ｈ２９年
度として、文化振興の理念、基本
方針、施策等をＨ１９年度にまと
める

19 市民 公募による




